


10
月
12
日
、
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
「
甲
斐
国
千
年
の
都
・
新
た

な
る
文
化
の
創
造
」
を
テ
ー
マ
に
、
笛

吹
市
制
施
行
5
周
年
記
念
式
典
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
 

来
賓
、
功
績
者
表
彰
な
ど
の
受
賞
 

者
、
一
般
招
待
者
な
ど
約
3
0
0
人
が

出
席
し
、
荻
野
市
長
・
上
野
市
議
会
議

長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
特
別
功
績
者
表
 

彰
、
功
績
者
表
彰
、
５
周
年
特
別
表
彰
 

（
ま
ち
づ
く
り
表
彰
・
公
職
退
任
者
感

謝
状
）が
行
わ
れ
、
行
政
区
長
退
任
者

に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

さ
ら
に
、
笛
吹
市
に
ゆ
か
り
が
あ
 

り
、
県
外
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
12
人
の

「
笛
吹
市
ふ
る
さ
と
大
使
」
が
任
期
満

了
に
よ
り
再
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
今
後

も
、
大
使
の
皆
さ
ん
に
は
、
市
の
情
報

を
全
国
に
発
進
し
て
観
光
や
産
業
の
振

興
を
図
り
、
市
政
へ
の
情
報
や
助
言
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

ま
た
、
5
周
年
を
記
念
し
て
、
笛
吹

市
が
果
た
し
て
き
た
歴
史
上
の
重
要
な

役
割
を
認
識
し
、
歴
史
資
産
を
保
護
し

将
来
に
伝
え
て
い
く
こ
と
を
誓
う
「
甲

斐
国
千
年
の
都
 
笛
吹
市
」
宣
言
を
荻

野
市
長
が
行
い
ま
し
た
。
 

式
典
の
最
後
に
は
、
一
宮
西
小
学
校

4
年
生
に
よ
る
リ
コ
ー
ダ
ー
演
奏
と
合

唱
が
披
露
さ
れ
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
 

 

  ■
特
別
功
績
者
表
彰
受
賞
者

（
故
）高
野
義
雄
 

（
（株）
東
京
ス
タ
イ
ル
前
代
表
取
締
役

社
長（
一
宮
町
出
身
）） 

　
旧
一
宮
町
時
代
か
ら
「
桃
の
里
マ

ラ
ソ
ン
大
会
」
開
催
に
ご
支
援
い
た

だ
き
、
ま
た
、
笛
吹
市
ふ
る
さ
と
大

使
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
 

 ■
功
績
者
表
彰
受
賞
者

○
斉
藤
功
朗（
元
笛
吹
市
消
防
団
長
）
 

○
関
本
伴
規（
前
笛
吹
市
消
防
団
長
）
 

○
廣
瀬
直
人
 

（
平
成
21
年
第
43
回
蛇
笏
賞
受
賞
）
 

○
正
満
孝
太
 

（
第
63
回
国
民
体
育
大
会
少
年
エ
ア

ラ
イ
フ
ル
射
撃
立
射
の
部
優
勝
）
 

○
上
田
夏
帆
 

（
2
0
0
9
国
際
ジ
ュ
ニ
ア
射
撃
大

会
日
本
代
表
）
 

 ■
市
制
施
行
5
周
年
記
念
表
彰
（
ま
ち

づ
く
り
表
彰
）受
賞
者

○
御
坂
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
 

　
ま
っ
黒
駒
会
 

（
施
設
慰
問
、
敬
老
会
、
福
祉
大
会

等
に
参
加
す
る
な
ど
慈
善
活
動
を
行
 

う
）
 

○
熊
野
堂
囃
子
保
存
会
　
　
 

（
春
日
居
町
熊
野
堂
地
区
に
伝
承
さ

れ
て
い
る
お
囃
子
を
地
域
ぐ
る
み
で

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
な
ど
、
異
世

代
交
流
、
青
少
年
育
成
な
ど
ま
ち
づ

く
り
活
動
を
行
う
）
 

○
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
あ
い
あ
い
 

（
「
声
の
広
報
録
音
」
を
行
い
、
福
祉

活
動
に
貢
献
）
 

○
あ
じ
さ
い
会
 

（
大
型
紙
芝
居
・
し
か
け
布
芝
居
を

作
成
し
、
施
設
慰
問
な
ど
慈
善
活
動

を
行
う
）
 

○
石
和
高
等
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
　
 

（
地
域
福
祉
活
動
・
海
外
難
民
支
援

活
動
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加

す
る
）
 

 

   ○
石
原
登
 

（
作
家
、
（株）
双
辰
会
長
、
（有）
甲
辰
会
長
） 

○
小
林
喬
 

（
富
国
生
命
保
険
相
互
会
社
　
相
談
役
） 

○
小
林
正
彦
 

（
（株）
石
原
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
　
代
表

取
締
役
専
務
）
 

○
佐
野
稔
 

（
ス
ケ
ー
ト
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、

タ
レ
ン
ト
）
 

○
篠
原
瑛
 

（
（株）
は
と
バ
ス
　
専
務
取
締
役
バ
ス

事
業
本
部
長
）
 

○
竹
内
一
政
 

（
医
学
博
士
、
レ
ー
ザ
ー
メ
ス
の
開
発
） 

○
新
田
雄
治
 

（
ス
タ
ン
レ
ー
電
気
（株）
　
代
表
取
締

役
副
社
長
）
 

○
早
河
洋
 

（
（株）
テ
レ
ビ
朝
日
　
代
表
取
締
役
社
長
） 

○
林
家
英
平（
落
語
家
）
 

○
樋
口
宜
男
 

（
立
命
館
大
学
情
報
理
工
学
部
メ
デ

ィ
ア
情
報
学
科
教
授
）
 

○
本
庄
繁
子
 

（
き
も
の
美
装
学
園
　
学
園
長
、
東

京
御
坂
会
　
副
会
長
）
 

○
向
笠
正
夫
 

（
（株）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
 

取
締
役
エ

グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）
 

会場に響く子どもたちの演奏

荻野市長から表彰状を授与される受賞者

「甲斐国千年の都 笛吹市」を宣言

9月12日、スコレーセンターで、「甲斐国千年の都 笛吹市」刊行記
念講演会が行われました。 
この冊子は、教育委員会が発刊したもので、笛吹市が甲斐国の政治・
文化の中心地だった約1000年の歴史と文化財について解説されています。 
記念講演として、「歴史教育を生かす」と題して石和北小学校校長
の赤岡直人先生が講演し、「甲斐国千年の都 笛吹」の演題で、笛吹
市文化財保護審議会の長沢宏昌委員が講演を行いました。 
また、美和神社太々神楽保存会の小学生による「四弓の舞」と笛吹
市太鼓連合による勇壮な太鼓演奏が披露されました。 
 



5

功績をたたえられた受賞者の皆さん滞納者宅の捜索

差押実績（平成21年4月～9月） 

給　　　　　与 
不　　動　　産 
自　　動　　車 
預　　貯　　金 
そ　　の　　他 

計 

14 
64 
7 
156 
4 
245

差　押　財　産 件　数 

八代町奈良原区

一宮町東原区

市
で
は
、
水
道
の
使
用
水
量
を
基
に
、

下
水
道
料
金
を
算
定
し
て
い
ま
す
。（
地

下
水
等
の
使
用
は
除
く
）
 

水
道
料
金
を
統
一
し
た
た
め
、
今
後

下
水
道
料
金
を
算
定
す
る
際
の
超
過
料

金
の
区
分
は
、
水
道
と
同
じ
区
分
に
統

一
さ
れ
ま
す
。
 

下
水
道
は
、
重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

で
す
。
常
に
経
済
性
に
重
点
を
お
き
な

が
ら
、
安
定
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
 

し
、
公
共
福
祉
の
増
進
に
つ
な
が
る
運

営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
 

下
水
道
料
金
の
統
一
改
定
に
、
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

 
■
改
定
の
時
期
 

　
平
成
22
年
4
月
1
日
か
ら
改
定
 

し
、
6
月
分
か
ら
適
用
と
な
り
ま
 

す
。（
芦
川
町
を
除
く
）
 

 
■
問
合
せ
先
 

公
営
企
業
部
　
業
務
課
　
 

料
金
担
当
　
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
4
5

多
く
の
市
民
の
方
に
は
、
市
税
を
納

期
限
内
に
自
主
的
に
納
め
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
再
三
の
納
付
催
告
に
応

じ
な
い
滞
納
者
に
対
し
て
は
、
税
負
担

の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、
強
制
的

に
財
産
の
差
押
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

場
合
に
よ
っ
て
は
、
職
員
が
滞
納
者

の
自
宅
な
ど
を
強
制
的
に
捜
索
し
、
発

見
し
た
財
産
を
差
押
え
、
搬
出
す
る
こ

と
も
行
い
ま
す
。
 

 

差
押
え
の
対
象
と
な
る
財
産
に
は
、

不
動
産
、
動
産
、
自
動
車
、
給
与
、
預

貯
金
、
生
命
保
険
等
が
あ
り
、
不
動
産

公
売
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
な
ど
で

換
価
し
、
強
制
徴
収
を
行
い
ま
す
。
 

 
■
問
合
せ
先
 

総
務
部
　
収
税
課
　
収
納
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

（
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
行
う

宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源
と

し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の
助

成
金
を
受
け
、
一
宮
町
東
原
区
と
八

代
町
奈
良
原
区
の
太
鼓
が
整
備
さ
れ

ま
し
た
。
 

 

市
で
は
、（
財
）日
本
消
防
協
会
か

ら
宝
く
じ
助
成
事
業
で
あ
る
「
女
性

消
防
隊
に
よ
る
安
全
で
災
害
に
強
い

地
域
づ
く
り
推
進
事
業
」
の
助
成
を

受
け
て
、
笛
吹
市
女
性
消
防
隊
用
の

Ｄ
―
1
級
消
防
ポ
ン
プ
台
車
セ
ッ
ト

一
式
と
ホ
ー
ス
な
ど
を
購
入
し
ま
し
 

た
。
 

こ
の
事
業
は
、
女
性
消
防
隊
の
育

成
強
化
を
図
り
、
安
全
で
災
害
に
強

い
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
 

に
、「
宝
く
じ
」
の
普
及
広
報
の
た

め
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
 

 

10
月
14
日
、
山
梨
県
Ｊ
Ａ
会
館
で
 

「
第
56
回
山
梨
県
農
業
ま
つ
り
式
典
」

が
開
催
さ
れ
、
各
種
の
表
彰
式
や
認
定

証
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

市
内
か
ら
は
、
次
の
方
々
が
表
彰
 

状
・
認
定
証
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。（
敬

称
略
） 

 
山
梨
県
農
業
ま
つ
り
農
水
産
業
功

績
者
 

農
水
産
業
の
振
興
に
功
績
の
あ
っ
た

個
人
や
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

 
■
果
樹
部
門
 

○
茂
手
木
定
幸
　
（
春
日
居
町
桑
戸
）
 

 ○
斉
藤
友
美
・
サ
ヨ
子
 

　
　
　
　
　
　
　
（
八
代
町
永
井
）
 

○
鈴
木
博
行
・
英
子
 

　
　
　
　
　
　
　
（
御
坂
町
下
野
原
）
 

　
　
 

■
花
き
部
門
 

○
関
 
博
・
明
美
（
石
和
町
川
中
島
）
 

  山
梨
県
指
導
農
業
士
 

次
代
を
担
う
青
年
農
業
者
等
を
育
成

す
る
と
と
も
に
、
認
定
後
の
自
主
的
組

織
活
動
を
促
進
し
、
資
質
の
向
上
を
図

る
た
め
、
次
の
方
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

○
三
浦
嘉
人
　
　
（
八
代
町
米
倉
）
 

■料金体系 
○基本料金（2カ月）　 
20m3まで 1,600円 

○超過料金 
21～50m3  100円 
51～100m3 110円 
101m3以上 130円 
 
 
 
 
 

■計算例（60m3使用した場合） 
○基本料金 
20m3 1,600円 

○超過料金 
21～50m3までの30m3分　 
　30m3×100円＝ 3,000円 
51～60m3までの10m3分 
　10m3×110円＝ 1,100円 
  使用料金（基本料金＋超過料金＋消費税） 

1,600円＋（3,000円＋1,100円）＋285円＝5,985円 

8月 
10月 

不動産公売でマンション1室売却 
インターネット公売で動産34点売却 

宝
く
じ
の
助
成
で
地
域
の
太
鼓
 

を
整
備
 

笛
吹
市
女
性
消
防
隊
の
消
防
ポ
 

ン
プ
台
車
セ
ッ
ト
と
ホ
ー
ス
な
 

ど
を
整
備
 



  Koho Fuefuki '09.12

8
月
8
日
の
柔
道
・
剣
道
を
皮
切
り

に
、
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
、
仲
間
と

共
に
各
種
目
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬

称
略
） 

　
 

■
柔
道（
8
月
8
日
）

○
団
体
戦
の
部
 

《
小
学
校
1
部
》
 

優
　
勝
　
御
坂
Ｊ
Ｓ
Ｓ
 

準
優
勝
　
石
和
柔
道
会
　
　
　
　
 

第
3
位
　
一
宮
町
Ｊ
Ｓ
Ｓ
 
Ａ
 

　
〃
　
　
八
代
Ｊ
Ｓ
Ｓ
 
Ａ
 

 

《
小
学
校
2
部
》
 

優
　
勝
　
八
代
Ｊ
Ｓ
Ｓ
 

準
優
勝
　
石
和
柔
道
会
　
　
　
　
 
 

第
3
位
　
一
宮
町
Ｊ
Ｓ
Ｓ
　
 

○
個
人
の
部
 

《
中
学
の
部
》
 

優
　
勝
　
古
屋
篤
史（
一
宮
中
）
　
 

準
優
勝
　
中
川
佳
之（
一
宮
中
）
　
 

第
3
位
 
雨
宮
昇
平（
御
坂
中
）
 

　
〃
　
　
中
込
真
開（
御
坂
中
）
 

《
小
学
校
高
学
年
の
部
》
 

優
　
勝
　
佐
野
裕
貴（
八
代
）
　
 

準
優
勝
　
桐
戸
勇
希（
石
和
）
　
 

第
3
位
 
菅
野
大
斗（
石
和
）
 

　
〃
　
　
杉
田
祐
太（
八
代
）
 

《
小
学
校
低
学
年
の
部
》
 

優
　
勝
　
丸
山
陽
輝（
石
和
）
　
 

準
優
勝
　
関
本
純
也（
石
和
）
　
 

第
3
位
　
村
松
篤
磨（
石
和
）
 

　
〃
　
　
田
村
太
希（
八
代
）
 

 
■
剣
道（
8
月
8
日
）

○
中
学
生
の
部
 

優
　
勝
　
石
和
 

準
優
勝
　
八
代
　
 

第
3
位
　
春
日
居
・
御
坂
 

 

○
小
学
生
の
部
 

優
　
勝
　
石
和
　
 

準
優
勝
　
八
代
　
 

第
3
位
　
一
宮
・
石
和
富
士
見
 

 
■
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　（
8
月
２９
日
）

○
6
年
生
以
下
男
子
の
部
 

優
　
勝
　
八
代
　
 

準
優
勝
　
市
川
　
 

第
3
位
　
一
宮
御
坂
 

○
6
年
生
以
下
女
子
の
部
 

優
　
勝
　
八
代
　
 

準
優
勝
　
市
川
　
 

第
3
位
　
春
日
居
 

○
5
年
生
以
下
男
子
の
部
 

優
　
勝
　
八
代
　
 

準
優
勝
　
市
川
　
 

第
3
位
　
石
和
・
一
宮
御
坂
 

○
5
年
生
以
下
女
子
の
部
　
 

優
　
勝
　
市
川
　
 

準
優
勝
　
春
日
居
　
 

第
3
位
　
石
和
・
一
宮
 

○
4
年
生
以
下
男
子
の
部
 

優
　
勝
　
八
代
 

準
優
勝
　
春
日
居
 

第
3
位
　
石
和
・
市
川
 

○
4
年
生
以
下
女
子
の
部
 

優
　
勝
　
石
和
　
 

準
優
勝
　
一
宮
　
 

第
3
位
　
八
代
・
市
川
御
坂
 

 
■
バ
レ
ー
ボ
ー
ル（
9
月
5
日
）

○
6
年
生
の
部
 

優
　
勝
　
石
和
 

準
優
勝
　
御
坂
 

第
3
位
　
浅
川
Ｊ
ｒ
 

○
5
年
生
の
部
 

優
　
勝
　
石
和
Ｖ
Ｓ
Ｊ
 

準
優
勝
　
一
宮
女
子
　
 

第
3
位
　
ス
フ
ィ
ー
ダ
・
石
和
 

○
4
年
生
以
下
の
部
 

優
　
勝
　
石
和
　
 

準
優
勝
　
浅
川
Ｊ
ｒ
　
 

第
3
位
　
一
宮
女
子
 

8
月
8
日
〜
9
月
5
日
分

平成21年工業統計調査にご協力を
 
我が国の工業実態を明らかにし、工業に関する施策の基礎資料を得るために、12月31日を基準
日として工業統計調査が実施されます。 
12月下旬より県知事から任命された調査員が調査対象の事業所にお伺いしますので、調査にご
協力をお願いします。 
なお、調査票に記入された内容については、秘密が厳守されますので、正確にご記入ください。 
 
■問合せ先　・市経営政策部　経営企画課　経営政策担当　☎055（262）4111 
　　　　　　・県企画部　統計調査課　商工業担当　　　　☎055（223）1343

　
現
在
�
国
で
は
�
共
同
住
宅�
ア
パ
�
ト
・
マ
ン
シ
奣
ン
�内
の
共
同
受
信
施

設
や
�
建
物
な
ど
に
よ
る
受
信
障
害
対
策
と
し
て
設
置
さ
れ
た
共
同
受
信
施
設
の

地
上
デ
ジ
タ
ル
化
を
行
う
場
合
�
負
担
が
重
く
な
る
経
費
に
つ
い
て�
世
帯
当
た
り

3
万
5
0
0
0
円
以
上
��
助
成
を
行
�
て
い
ま
す
�

ア
ナ
ロ
グ
共
同
受
信
施
設
を
デ
ジ
タ

ル
化
に
改
修
す
る
よ
り
も
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
受
信

す
る
ほ
う
が
安
く
な
る
場
合
は
、
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
加
入
に
必
要
な
経
費
が
助

成
対
象
と
な
り
ま
す
。
 

※
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
へ
の
加
入
金
と
工

事
費
は
助
成
対
象
で
す
が
、
毎
月
の

利
用
料
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
既
に
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加
入

し
て
い
る
場
合
も
助
成
対
象
外
で
す
。
 

デ
ジ
タ
ル
放
送
局
が
ア
ナ
ロ
グ
放
送

局
と
異
な
る
場
所
に
設
置
さ
れ
た
た
 

め
、
建
物
な
ど
に
よ
る
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
の
受
信
障
害
が
発
生
す
る
地
域
に

お
い
て
、
共
同
受
信
設
備
を
新
た
に
設

置
す
る
場
合
に
つ
い
て
も
助
成
対
象
と

な
り
ま
す
。
 

た
だ
し
、
助
成
を
受
け
る
に
は
改
修

工
事
を
行
う
前
に
申
請
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
 

 

■
申
込
方
法

助
成
金
申
請
は
、
各
地
域
の
総
務

省
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー（
デ

ジ
サ
ポ
）へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

■
助
成
制
度
の
平
成
２１
年
度
締
切

○
共
同
住
宅
の
共
同
受
信
施
設
の
デ
ジ

タ
ル
化
 

平
成
22
年
1
月
15
日
 

○
建
物
な
ど
に
よ
る
受
信
障
害
対
策
と

し
て
設
置
さ
れ
た
共
同
受
信
施
設
の

デ
ジ
タ
ル
化
 

平
成
21
年
12
月
28
日
 

 
詳
細
は
、
次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

http://digisuppo.jp/ 

 
■
問
合
せ
先

デ
ジ
サ
ポ
助
成
金
相
談
窓
口
 

☎
0
5
7
0（
0
9
3
）7
2
4
 

平
日
　
午
前
9
時
〜
午
後
6
時
 

※
Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
が
つ

な
が
ら
な
い
方
 

☎
0
3（
5
6
2
3
）3
1
2
1
 

 

共同受信施設の
アパート・マンション

共
同
受
信
施
設
か
ら
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
に
変
更
す
る
場
合

新
た
に
共
同
受
信
施
設
を
設
置

す
る
場
合

電波の到来方向

アナログ放送の受信 
障害（ビル陰）対策用の 
共同受信施設をデジタ 
ル化する場合 

アナログ放送の受信障害対策用の共同受信 
施設をケーブルテレビへ切り換える場合 

受信障害世帯
ケーブルテレビ局

高層
建築物

アナログ放送時
の共同受信施設

デジタル放送用の新たな 
共同受信施設を設置する 
場合 

アナログ放送

新たな
受信障害地域

デジタル放送

高層
建築物



リサイクルされる自動車の
ドアー

さまざまな種類のねじ

このコーナーでは、男女共同参画推進委員会の広報
委員が、個性と能力を発揮し、自分らしく輝いている
人にスポットをあて紹介します。

：グリーンファームで野菜を委託販売しようと思ったき
っかけは？ 
：グリーンファームが開店したということもありますが、
自分で作った物に自分で値段を付けられることが魅力
だと思いました。 
 
：生産者をあい子さんご自身の名前にしている理由は？ 
：一番の理由は、自分の収入になるからです。そのこと
が野菜を作る張り合いになるし、家に気兼ねなく使え
るお金があるということで自分に余裕ができますね。 

：家族経営協定※を知っていますか？ 
：知っています。経営者は、夫になっていますので、私は、夫からお小遣い程度ですが銀行振
り込みで給料をもらっています。 
農業のあり方を考えると週一日くらいの休みは取れますが、結局は、やるべきことをやらな
ければ良い作物ができません。後回しにしても大変なだけです。毎日コツコツとやるのが農
業だと思います。家族経営協定といってもなかなか難しいですね。 
 
：男女共同参画についてどう思いますか？ 
：「女が強くなること」と思っている人が多いように思いますが、私はそうは思っていません。
私も夫に炊事をしろとは言いませんが、私の方が先に逝くかも知れません。そうなった時に、
後に残る夫がとても心配です。自立して生活できるようになってほしいと思います。 
現在は、女性も男性と同じように教育を受けられるようになり、能力のある女性がどんどん
社会に進出しています。仕事と結婚・出産・育児のバランスが難しく、どうしても男性の協
力が必要になると思います。 
また、職場に産後復帰した時などに、パワーハラスメントなどを受け、職場に居づらくなる
ことがあるということも聞きます。少しでも女性が働く環境が改善されればいいと思ってい
ます。 
 
 
経営方針や役割分担・労働時間・労働報酬・休日などについて家族間の十分な話し合いに基
づいて取り決めを行い、それぞれ自覚を持って経営に参画することを目的に締結するものです。 
 
秋山さんから大変貴重な話を聞くことができました。これからの推進活動に役立てたいと思
います。 

Q

Q

A

Q

A

Q

A

A

今回は、作った野菜を八代町の農産物直売所グリーンファームで委託販売している秋山あい
子さん（八代町竹居）に話を伺いました。 

※家族経営協定とは・・・ 

秋山あい子さん 

笛吹市は「桃・ぶどう日本一と温泉の郷」として農業や観光、温泉などで知られていますが、その
ほかにもさまざまなものが市内で作られていることをご存知ですか。 
このコーナーでは、市内の製造業にスポットを当ててシリーズでご紹介します。 

昭和45年の設立以来「ほれられる会社づくり」
運動を推進し、電子機器の製造受託、特にコン
ピュータ装置（サーバ、マルチメディア端末）
などの製造、検査を得意としています。また、
ハードウェア・ソフトウェアの設計までトータ
ルなサービスを提供しています。 
 
「人はともに幸せにならねばならない しかし、
それは自らが情熱をもってつかみ取るものだ 待
っていては来ない」の基本理念の下、情熱を持
って、地域・社会に貢献していきます。 

東信システムプロダクト株式会社（八代町永井）

■問合せ先　産業観光部　観光商工課　商工労働担当　☎ 055（262）4111

企業から一言企業から一言

平成16年に設立し、翌年現在の場所で創業し
ました。使用済み自動車を
処理し、エンジン、ドアー、
タイヤなどの部品の再利用
化を行っています。また、
鉄・銅・アルミなどを分別、
再資源化し、理想的なカー
リサイクル環境実現を目指しています。 
 
カーリサイクル事業の中で、二酸化炭素の削
減に取り組み、地域社会に貢献するよう取り組
んでいきます。 

昭和52年に設立しました。携帯電話・ゲーム 
機・デジタルカメラなど、デ
ジタル家電商品に使われてい
る軽量・小型のマイクロねじ
を製造しています。また、従
来の製造方法に比べ二酸化炭
素排出が約半分で済む環境に
やさしいねじを開発しました。 
 
地域活動に積極的に参加し、社員の地元採用
やボランティア活動を通して、地域社会に根付
いた企業を目指していきます。 

日本カービルト株式会社（境川町大坪）

企業から一言企業から一言

当社は、昭和41年に東京で創業した情報サー
ビス企業です。21世紀の戦略事業拠点として、
自由な空間でソフトウェア開発を行うインター
ネットデータセンター「山梨ITセンター」を、
お客様に満足いただける製品・サービスを提供
する価値創造型ファクトリーとして、平成10年
一宮町に開設しました。 
 
東京圏から100キロメートルの位置にあります
ので、ビジネストレンドを見据えた対応を行い、
事業拡大して地域に貢献できればと思います。 

日本システムウエア株式会社（一宮町市之蔵）

企業から一言企業から一言

株式会社　降矢（ふりや）技研（境川町石橋）

企業から一言企業から一言

吹ちゃん笛ちゃん

農業経営に意欲と生き甲斐が 
持てるように家族みんなでルールを 

決められるといいわね～ 

■問合せ先　市民環境部　市民活動支援課　市民活動支援担当　 055（262）4111 
 

家族経営協定も実行しよう 
とすると難しいんだね 



Kokuho Fuefuki C ・ I ・ T ・ Y F U E F U K I  

催
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小山城跡

八
代
郷
土
館
で
正
月
飾
り

を
作
ろ
う
！

高
嶋
ち
さ
子
「
１２
人
の
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
」
チ
ケ

ッ
ト
を
お
持
ち
の
方
へ

     　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
年
3

月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
「
高
嶋
ち
さ
子

『
12
人
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
』
」
の

延
期
公
演
を
、
12
月
20
日（
日
）に
開
催

し
ま
す
。
 

　
3
月
公
演
の
チ
ケ
ッ
ト
を
お
持
ち
の

方
は
、
そ
の
チ
ケ
ッ
ト
で
入
場
で
き
ま

す
の
で
、
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
ご
来

場
く
だ
さ
い
。
 

※
チ
ケ
ッ
ト
は
既
に
完
売
し
ま
し
た
。
 

      ■
問
合
せ
先

ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
 

☎
0
5
5（
2
6
3
）7
9
5
9

プ
ロ
野
球
選
手
に
会
お
う
!!

   　
江
戸
時
代
の
農
家
で
正
月
飾
り
を
作

り
ま
し
ょ
う
。
 

■
日
時

12
月
23
日（
水
）
 

受
付
　
午
後
1
時
か
ら
 

工
作
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
 

※
小
雨
決
行
 

■
場
所
　
八
代
郷
土
館
 

■
定
員
　
約
20
人（
市
民
優
先
）
 

■
持
ち
物
　
は
さ
み
 

■
申
込
締
切
　
12
月
18
日（
金
）
 

■
申
込
・
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
　
文
化
財
課
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
4
2
 

 

3月に開催した竹細工教室 

高嶋ちさ子さん 

たくさんの子どもたちが参加した昨年のスポ少野球教室 

今
回
ご
紹
介
す
る
小
山
城
は
、
八
代
町
高
家
の

浅
川
扇
状
地
北
端
に
位
置
す
る
天
川（
て
か
わ
）に

面
す
る
階
段
状
の
地
形（
河
岸
段
丘
）の
上
に
あ
り

ま
す
。
こ
こ
か
ら
は
、
甲
府
盆
地
を
広
く
眺
望
で

き
ま
す
。
ま
た
、
北
に
鎌
倉
街
道
、
西
に
は
若
彦

路（
わ
か
ひ
こ
じ
）が
通
っ
て
お
り
、
交
通
の
便
が

良
い
場
所
で
す
。
 

小
山
城
に
は
、
高
さ
約
3
〜
5
メ
ー
ト
ル
の
土

塁（
ど
る
い
）が
巡
り
、
そ
の
周
り
を
幅
8
〜
15
メ

ー
ト
ル
の
堀
が
囲
む
一
辺
約
1
0
0
メ
ー
ト
ル
四

方
の
四
角
形
の
城
跡
で
す
。
こ
の
大
き
さ
は
戦
国

時
代
の
土
豪
の
屋
敷
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。
 

土
塁
の
内
側
は
、
現
在
は
平
ら
で
す
が
、
か
つ

て
段
差
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
、
土
塁
の
基
底
部
の

一
部
に
は
石
積
み
が
見
ら
れ
ま
す
。
 

ま
た
、
東
辺
の
中
央
部
分
に
は
、
城
の
出
入
り

口
で
あ
る
幅
約
3
・
6
メ
ー
ト
ル
の
虎
口（
こ
ぐ
ち
）

が
あ
り
、
南
側
に
も
大
手（
正
面
入
り
口
）と
考
え

ら
れ
る
虎
口
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
土
塁
の
東
隅

を
除
く
三
隅
は
、
上
が
平
ら
で
外
側
に
向
か
っ
て

や
や
突
き
出
し
て
い
る
の
で
、
櫓
台（
や
ぐ
ら
だ
い
）

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

そ
れ
で
は
、
小
山
城
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み

ま
し
ょ
う
。
 

小
山
城
に
関
す
る
一
番
古
い
伝
承
と
し
て
は
、

室
町
時
代
に
穴
山
伊
豆
守
の
居
城
で
あ
っ
た
と
い

う
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
穴
山
伊
豆
守
は
、

宝
徳
2
年（
1
4
5
0
）に
当
時
甲
斐
国
の
守
護
で

あ
っ
た
武
田
信
重（
の
ぶ
し
げ
）を
、
小
石
和
の
館（
現

在
の
成
就
院
境
内
）で
自
害
に
追
い
込
ん
だ
人
で
す
。
 

ま
た
、
戦
国
時
代
の
初
め
に
は
、
穴
山
信
永（
の

ぶ
な
が
）が
小
山
城
を
居
城
に
し
て
い
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
 

こ
の
信
永
が
居
住
し
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る

大
永
3
年（
1
5
2
3
）に
は
、
南
部
氏
と
の
間
で

合
戦
が
起
こ
り
ま
し
た
。
南
部
氏
が
鳥
坂
峠
を
越

え
て
攻
め
寄
っ
た
た
め
、
信
永
は
花
鳥
山
へ
陣
を

張
っ
て
待
ち
構
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
信
永
は
こ

の
合
戦
に
敗
れ
、
小
山
城
へ
逃
げ
込
み
ま
し
た
が
、

城
を
敵
に
囲
ま
れ
た
た
め
脱
出
し
、
二
宮
の
常
楽

寺
で
自
害
を
遂
げ
ま
し
た
。
常
楽
寺
に
は
、
信
永

の
位
牌
が
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

　
そ
の
後
、
再
び
小
山
城
が
歴
史
の
表
舞
台
に
登

場
す
る
の
は
、
戦
国
時
代
末
期
で
あ
る
天
正
10
年（
1
 

5
8
2
）の
こ
と
で
す
。
 

こ
の
年
の
3
月
に
、
戦
国
大
名
の
雄
で
あ
る
武

田
氏
が
織
田
信
長
に
よ
っ
て
滅
亡
へ
と
追
い
込
ま
れ
、

甲
斐
国
は
河
尻
秀
隆（
ひ
で
た
か
）が
支
配
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
6
月
に
は
、
信
長
が
本
能
寺
で
明
智

光
秀
に
攻
め
ら
れ
自
害
し
、
河
尻
秀
隆
も
生
き
残

っ
た
武
田
家
家
臣
の
一
揆
に
よ
り
殺
害
さ
れ
た
た
 

め
、
甲
斐
国
は
主
の
い
な
い
土
地
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
甲
斐
国
は
周
辺
大
名
の
奪
い
合
い
と

な
り
、
特
に
遠
江
国（
現
在
の
静
岡
県
）の
徳
川
家

康
と
相
模
国（
現
在
の
神
奈
川
県
）の
北
条
氏
政
・

氏
直（
う
じ
ま
さ
・
う
じ
な
お
）父
子
が
名
乗
り
を

上
げ
、
争
い
が
起
き
ま
し
た
。
 

こ
う
し
た
中
、
北
条
氏
直
は
、
上
野
国（
現
在
の

群
馬
県
）か
ら
碓
氷
峠
を
越
え
、
信
濃
国（
現
在
の

長
野
県
）の
諏
訪
郡
か
ら
甲
斐
国
に
狙
い
を
つ
け
、

一
方
、
氏
直
の
叔
父
に
あ
た
る
氏
忠（
う
じ
た
だ
）

が
鎌
倉
街
道
を
通
り
都
留
郡
へ
侵
攻
し
、
甲
府
盆

地
を
う
か
が
い
ま
し
た
。
 

そ
れ
に
対
し
、
7
月
3
日
に
浜
松
を
出
発
し
た

徳
川
家
康
は
、
甲
府
に
入
り
、
氏
直
の
軍
に
対
抗

す
る
た
め
新
府
城（
現
在
の
韮
崎
市
に
あ
っ
た
）に

陣
を
張
り
ま
し
た
。
 

氏
忠
は
家
康
の
背
後
を
つ
こ
う
と
手
薄
に
な
っ

た
甲
府
盆
地
へ
兵
を
進
め
ま
し
た
が
、
家
康
の
家

臣
鳥
居
元
忠（
も
と
た
だ
）が
迎
え
撃
ち
、
8
月
12

日
に
黒
駒
で
合
戦
と
な
り
北
条
氏
の
軍
を
撃
退
し

ま
し
た
。
 

こ
の
合
戦
の
際
、
鳥
居
元
忠
と
三
宅
康
貞（
や
す

さ
だ
）が
小
山
城
に
配
置
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、

現
在
見
ら
れ
る
高
い
土
塁
と
幅
の
広
い
堀
は
、
こ

の
時
に
修
築
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

結
局
、
徳
川
軍
が
都
留
郡
を
制
圧
し
、
甲
斐
国
は

徳
川
家
康
の
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
甲
斐
国

や
信
濃
国
を
め
ぐ
る
戦
い
が
「
天
正
壬
午（
て
ん
し

ょ
う
じ
ん
ご
）の
乱
」
で
す
。
 

皆
さ
ん
も
戦
国
時
代
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
小

山
城
を
散
策
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
 

  北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の

選
手
が
、
自
主
ト
レ
の
た
め
笛
吹
市
に

や
っ
て
き
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
 

 
■
日
程

○
自
主
ト
レ（
見
学
の
み
）
 

平
成
22
年
1
月
9
日
（
土
）
〜
15
日
 

（
金
） 

午
前
8
時
30
分
〜
10
時（
予
定
）
 

春
日
居
ス
ポ
ー
ツ
広
場
・
御
坂
体
育

館
な
ど
 

　
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。
 

○
ス
ポ
少
野
球
教
室（
見
学
の
み
）
 

　
日
程
は
、
決
ま
り
次
第
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

　
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。
 

 
○
歓
迎
ゴ
ル
フ
大
会
・
選
手
歓
迎
会
 

平
成
22
年
1
月
12
日（
火
）
 

定
員
　
各
1
5
0
人
 

　
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
12
月
15
日
 

（
火
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
 

い
。
た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
。
 

 ※
自
主
ト
レ
の
詳
し
い
日
程
や
歓
迎
ゴ

ル
フ
大
会
・
選
手
歓
迎
会
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

 

■
参
加
予
定
選
手

金
子
誠
選
手
・
稲
田
直
人
選
手
・
金

森
敬
之
選
手
・
関
根
裕
之
チ
ー
ム
ス

タ
ッ
フ
ほ
か
 

 
■
問
合
せ
先

春
日
居
町
観
光
協
会
事
務
局（
春
日

居
支
所
内
）
 

☎
0
5
5
3（
2
6
）3
1
1
1



Kokuho Fuefuki

催
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催
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笛
吹
市
成
人
式

  笛
吹
市
成
人
式
を
開
催
し
ま
す
。
 

■
対
象

平
成
元
年
4
月
2
日
〜
平
成
2
年
4

月
1
日
生
ま
れ
の
方
 

■
日
時
　
平
成
22
年
1
月
10
日（
日
）
 

受
付
　
午
後
1
時
か
ら
 

開
式
　
午
後
1
時
30
分
か
ら
 

■
場
所

○
石
和
会
場
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
 

○
御
坂
会
場
　
 

　
御
坂
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
 

○
一
宮
会
場
 

　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化

館
 

○
八
代
会
場
　
八
代
総
合
会
館
 

○
境
川
会
場
　
境
川
総
合
会
館
 

○
春
日
居
会
場
 

　
春
日
居
あ
ぐ
り
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
 

○
芦
川
会
場
 

　
芦
川
ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー
 

※
市
外
に
住
所
が
あ
る
方
で
、
参
加
希

望
の
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

 

現
代
ダ
ン
ス
体
験
・
体
感

し
ま
せ
ん
か

   
〜
ふ
え
ふ
き
ダ
ン
ス
こ
と
は
じ
め
〜

公
共
ホ
ー
ル
現
代
ダ
ン
ス
活
性
化
事

業
の
一
環
と
し
て
、
国
内
外
で
活
躍
す

る
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ダ
ン
ス
カ
ン
パ

ニ
ー
「
セ
レ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
カ
」
に
よ
る

楽
し
い
ダ
ン
ス
公
演
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
ま
す
。
 

創
造
性
豊
か
で
、
誰
に
で
も
楽
し
め

る
現
代
ダ
ン
ス
を
ぜ
ひ
体
感
し
て
く
だ

さ
い
。
 

セ
レ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
カ
　
ダ
ン
ス
公

演
（
こ
ど
も
ら
く
ご
共
演
）

■
日
時
　
平
成
22
年
1
月
30
日（
土
） 

開
場
　
午
後
1
時
30
分
 

開
演
　
午
後
2
時
 

■
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
 

■
入
場
料（
全
席
自
由
）
 

大
人
　
1
0
0
0
円
 

高
校
生
以
下
　
5
0
0
円
 

 

ダ
ン
ス
で
ス
ト
レ
ッ
チ
＆
ヨ
ガ
　

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ■
日
時

平
成
22
年
1
月
25
日
（
月
）
・
26
日
 

（
火
） 

午
後
7
時
〜
9
時
 

■
対
象

中
学
生
以
上
で
、
2
日
と
も
参
加
で

き
る
方
 

■
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
 

■
定
員
　
約
20
人
 

■
参
加
費

1
0
0
0
円（
1
月
30
日
の
公
演
チ

ケ
ッ
ト
1
枚
付
き
）
 

 
親
子
で
ダ
ン
ス 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

■
日
時
　

平
成
22
年
1
月
27
日（
水
）
 

午
後
7
時
〜
8
時
30
分
 

■
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
 

■
定
員

小
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

7
〜
8
組
 

■
参
加
費

親
子
1
組
1
0
0
0
円（
1
月
30
日

公
演
チ
ケ
ッ
ト
大
人
1
枚
付
き
）
 

 
■
共
催
　
（財）
地
域
創
造
 

 
■
申
込
・
問
合
せ
先

ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
 

☎
0
5
5（
2
6
3
）7
9
5
9

   二
胡
奏
者
沈
桂
栄
さ
ん
と
ピ
ア
ニ
ス

ト
小
野
惠
子
さ
ん
に
よ
る
感
動
の
コ
ン

サ
ー
ト
で
す
。
「
襟
裳（
え
り
も
）岬
」
、 

「
蘇
州
夜
曲（
そ
し
ゅ
う
や
き
ょ
く
）」
、

「
宵
待
草（
よ
い
ま
ち
ぐ
さ
）」
な
ど
を

演
奏
し
ま
す
。
 

■
日
時

平
成
22
年
1
月
16
日（
土
）
 

開
場
　
午
後
5
時
30
分
 

開
演
　
午
後
6
時
 

■
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
 

■
入
場
料
　
無
料
 

※
た
だ
し
、
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
配

布
す
る
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。
 

 ■
問
合
せ
先

ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
 

☎
0
5
5（
2
6
3
）7
9
5
9
 

 
〜
悠
久
の
調
べ
〜

二
胡
と
ピ
ア
ノ
の
コ
ン
サ
ー
ト

小野惠子さん 沈桂栄さん 

セレノグラフィカ 

■問合せ先
　教育委員会生涯学習課 
　☎055（261）3339 
　御坂支所 
　☎055（262）2271 
　一宮支所 
　☎0553（47）1111 
　八代支所（八代総合会館） 
　☎055（265）4011 
　境川支所（境川総合会館） 
　☎055（266）2014 
　春日居支所 
　☎0553（26）3111 
　芦川支所 
　☎055（298）2111

炭
焼
き
体
験
教
室

本
格
的
な
炭
焼
き
技
術
体
験
や
、
観

賞
用
の
花
炭（
飾
り
炭
）作
り
を
し
ま
せ

ん
か
。
 

参
加
者
に
は
、
持
ち
帰
り
用
の
炭
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
　
 

■
日
時
・
内
容

○
1
回
目
 

12
月
5
日（
土
）
 

　
炭
窯
の
中
に
原
木
を
並
べ
た
り
、

花
炭
の
材
料
を
入
れ
ま
す
。
　
　
　
 

○
2
回
目
 

12
月
19
日（
土
）
 

　
炭
窯
か
ら
炭
を
取
り
出
し
、
選
別

と
整
理
を
し
ま
す
。
 

受
付
　
午
前
9
時
か
ら
 

開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
12
時
 

※
雨
天
の
場
合
は
、
翌
日
に
延
期
 

■
集
合
場
所

弦
間
林
業
（有）
駐
車
場
 

（
御
坂
バ
イ
パ
ス
檜
峯（
ひ
み
ね
）神

社
入
口
か
ら
約
1
0
0
メ
ー
ト
ル
先
） 

※
集
合
場
所
か
ら
会
場
ま
で
約
10
分
歩

き
ま
す
。
 

■
定
員

小
学
生
以
上
　
10
人
 

■
参
加
費
　

5
0
0
円（
材
料
費
、
保
険
代
）
 

■
服
装
・
持
ち
物

汚
れ
て
も
良
い
服
装
、
運
動
靴
、
マ

ス
ク
、
軍
手
、
花
炭
材
料（
ミ
カ
ン
・

パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
・
松
か
さ
・
イ
ガ
栗
・

木
の
実
な
ど
、
か
た
め
の
物
で
幅
10

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×
長
さ
20
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
以
内
の
物
2
点
以
内
） 

■
申
込
締
切

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
 

 
つ
る
細
工
教
室

身
近
に
あ
る
つ
る
植
物（
ク
ズ
）を
使

っ
て
、
か
ご
作
り
を
し
ま
す
。
 

■
日
時
　

12
月
6
日（
日
）
　
　
　
　
 

受
付
　
午
前
9
時
か
ら
 

開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
12
時
 

■
場
所

金
川
の
森
管
理
事
務
所
 

■
定
員
　
20
人
 

■
参
加
費

5
0
0
円（
材
料
費
）
 

■
持
ち
物
　

つ
る
が
切
れ
る
手
ば
さ
み
、
エ
プ
ロ
 

ン
、
新
聞
紙
3
〜
4
枚
 

■
申
込
締
切

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
 

 
■
申
込
・
問
合
せ
先

森
林
公
園
金
川
の
森
管
理
事
務
所
 

☎
0
5
5
3（
4
7
）2
8
0
5
 

 

森
林
公
園
金
川
の
森
イ
ベ
ン
ト

  県
立
博
物
館
で
は
、
山
梨
岡
神
社
に

ま
つ
ら
れ
て
い
る
神
像
「
キ
の
神
」
に

つ
い
て
解
説
す
る
か
い
じ
あ
む
講
座
と

シ
ン
ボ
ル
展
を
開
催
し
ま
す
。
 

 
か
い
じ
あ
む
講
座
「
山
梨
岡
神
社

の
キ
の
神
に
つ
い
て
」
 

■
日
時

12
月
13
日（
日
）
 

午
前
10
時
〜
11
時
30
分
 
 

■
場
所

県
立
博
物
館
生
涯
学
習
室
 

■
講
師
　

丸
尾
依
子
氏（
県
立
博
物
館
学
芸
員
） 

■
参
加
費
　
無
料
 

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
 
 

 
シ
ン
ボ
ル
展
「
神
か
？
獣
か
？
キ

神
降
臨
」
展
 

■
日
程

平
成
21
年
12
月
9
日（
水
）〜
平
成
22

年
1
月
25
日（
月
）
 
 

■
入
館
料
　
5
0
0
円（
常
設
展
入
館

料
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
）
 
 

※
休
館
日
 

　
毎
週
火
曜
日
と
平
成
21
年
12
月
26

日
（
土
）
か
ら
平
成
22
年
1
月
1
日
 

（
金
）ま
で
休
館
し
ま
す
。
 
 

 
■
問
合
せ
先

山
梨
県
立
博
物
館
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）2
6
3
1

県
立
博
物
館
イ
ベ
ン
ト

   日
本
赤
十
字
社
山
梨
県
支
部
は
、
創

立
1
2
0
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
 

こ
れ
ま
で
支
え
て
い
た
だ
い
た
皆
さ

ん
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
感
謝
し
、

赤
十
字
活
動
に
対
す
る
幅
広
い
支
持
と

信
頼
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
支
部
創
立

1
2
0
周
年
記
念
大
会
を
開
催
し
ま
 

す
。
 

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
 

 
■
日
時

12
月
5
日（
土
）
 

受
付
　
午
前
11
時
30
分
〜
12
時
30
分
 

開
催
　
午
後
1
時
〜
3
時
 

■
場
所
　
県
民
文
化
ホ
ー
ル
 

■
内
容

○
第
1
部
　
式
典
 

○
第
2
部
　
記
念
講
演
 

「
自
然
が
教
え
て
く
れ
た
人
間
力
」
 

高
木
美
保
氏（
女
優
）
 

■
申
込
方
法

　
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、
氏
名
・

お
住
ま
い
の
市
町
村
名
、
式
典
か
ら

の
参
加
ま
た
は
記
念
講
演
の
み
の
参

加
希
望
か
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

 
■
申
込
・
問
合
せ
先

日
本
赤
十
字
社
山
梨
県
支
部
 

☎
0
5
5（
2
5
1
）6
7
1
1
 

Fax
0
5
5（
2
5
4
）0
3
5
1

日
本
赤
十
字
社
山
梨
県
支
部

創
立
1
2
0
周
年
記
念
大
会
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【特定健診（健康診査）】　
・19歳～39歳（職場で機会のある方は除く） 
・40歳～74歳の国民健康保険加入者 
・40歳～74歳の社会保険被扶養者（「特定健診受診券」が必要です） 
・長寿（後期高齢者）医療保険加入者 

【胃がん検診（胃Ｘ線）・肝臓がん検診（腹部超音波）・大腸がん検診（便潜血
検査）・肺がん（胸部Ｘ線）のうち希望するもの】
19歳以上（職場で機会のある方は除く） 

【乳がん検診】
19歳以上の女性（職場で機会のある方は除く） 

【骨粗しょう症検診】
20・25・30・35・40・45・50・55・60・65・70歳の女性（職場で機会のある
方は除く） 

【前立腺がん検診】
特定健診（健康診査）を受ける方で50歳以上の男性 

【肝炎ウイルス検診】
特定健診（健康診査）を受ける方で40歳以上の方または過去に肝炎ウイルス
検診を受けたことのない41歳以上の方 

※上記の検査項目を1つでも各地区集団健診の会場で受けた方や国保人間ドッグを受
けた方は、お申し込みできません。 

検査項目・対象者

朗
読
サ
ー
ク
ル
小
松
　

第
三
回
発
表
会

   朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一
環
と

し
て
、
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。
朗
読

サ
ー
ク
ル
小
松
は
、
市
民
講
座
「
ス
コ

レ
ー
大
学
」
の
朗
読
教
室
か
ら
誕
生
し

た
サ
ー
ク
ル
で
す
。
 

■
日
時
　
12
月
6
日（
日
）
 

開
場
　
午
後
1
時
　
　
　
 

開
演
　
午
後
1
時
30
分
　
 

■
場
所
　
石
和
図
書
館
視
聴
覚
ホ
ー
ル
 

■
問
合
せ
先

朗
読
サ
ー
ク
ル
小
松
　
長
谷
川
定
雄
 

☎
0
5
5（
2
6
5
）4
1
7
7

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
受
講
者
募
集

  Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
生
涯
学
習
通
信

講
座
の
受
講
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

案
内
書
は
無
料
で
す
の
で
、
ご
希
望

の
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

■
主
な
講
座

俳
句
・
短
歌
・
書
道
・
ペ
ン
字
・
水

彩
画
・
絵
手
紙
・
写
真
・
古
文
書
・

ハ
ー
ブ
・
折
り
紙
・
ハ
ン
グ
ル
・
中

国
語
・
簿
記
な
ど
 

■
問
合
せ
先

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
 

☎
0
4
2（
5
7
2
）3
1
5
1
 

・
案
内
書
請
求
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
 

☎
0
1
2
0（
0
6
）8
8
8
1
 

 

自
衛
官
等
募
集

  自
衛
隊
で
は
、
科
学
技
術
を
学
ぶ
高

等
工
科
学
校
入
学
生
と
、
自
衛
隊
の
奨

学
金
制
度
を
利
用
し
て
学
ぶ
貸
費
学
生

を
募
集
し
ま
す
。
 

 
■
募
集
種
目
・
応
募
資
格

○
高
等
工
科
学
校
 

中
学
校
卒
業
17
歳
未
満
の
男
子
 

（
卒
業
見
込
み
含
む
）
 

 
○
貸
費
学
生
 

現
在
大
学
で
理
学
・
工
学
を
専
攻
 

し
、
来
春
3
・
4
年
次
ま
た
は
大
学

院
の
学
生
で
あ
る
26
歳
未
満
の
男
女
 

（
大
学
院
生
は
28
歳
未
満
）
  

 
■
願
書
受
付
期
間

○
高
等
工
科
学
校
 

平
成
22
年
1
月
8
日（
金
）ま
で
 

 
○
貸
費
学
生
 

平
成
21
年
12
月
1
日（
火
）〜
平
成
22

年
1
月
15
日（
金
）
 

 
■
問
合
せ
先

・
自
衛
隊
山
梨
地
方
協
力
本
部
 

　
募
集
課
 

☎
0
5
5（
2
5
3
）1
5
9
1
 

・
自
衛
隊
山
梨
地
方
協
力
本
部
 

甲
府
募
集
案
内
所
 

☎
0
5
5（
2
2
8
）6
4
2
7

ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

体
験
教
室

   教
育
委
員
会
で
は
、
ス
キ
ー
・
ス
ノ

ー
ボ
ー
ド
体
験
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
参
加
者
数
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、
お
申
し
込
み
は
お
早
め
に
お

願
い
し
ま
す
。
 

 
■
日
時

平
成
22
年
1
月
16
日
（
土
）
・
30
日
 

（
土
） 

■
場
所
　
カ
ム
イ
み
さ
か
ス
キ
ー
場
 

■
定
員（
両
日
と
も
に
）
 

○
ス
キ
ー
　
　
　
　
　
30
人
 

○
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
　
　
15
人
 

※
両
日
受
講
も
で
き
ま
す
。
 

■
参
加
料

○
小
学
生
　
　
　
1
8
0
0
円
 

○
大
　
人
　
　
　
2
5
0
0
円
 

※
レ
ン
タ
ル
代
別
途
か
か
り
ま
す
。
 

※
申
込
時
に
参
加
料
・
レ
ン
タ
ル
代
を

徴
収
し
ま
す
の
で
、
お
釣
り
の
な
い

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。
 

■
申
込
受
付

12
月
4
日（
金
）〜
21
日（
月
）
 

平
日
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
 

※
期
日
厳
守
　
 

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
 

す
。
 

■
協
力

笛
吹
市
ス
キ
ー
連
盟
 

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
連
盟
 

 
■
申
込
・
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
3
8
 

ま
た
は
各
支
所
 

集
団
健
診
予
備
日

  本
年
度
の
各
地
区
集
団
健
診
を
全
く

受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
を
対
象
に
、
集

団
健
診
予
備
日
を
設
定
し
ま
し
た
。
 

ご
希
望
の
方
は
、
事
前
予
約
が
必
要

で
す
の
で
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
 

 
■
日
時

12
月
12
日（
土
）
 

午
前
8
時
30
分
〜
11
時
 

 
■
場
所
　
八
代
総
合
会
館
 

■
自
己
負
担
金
　

当
日
徴
収
し
ま
す
。
検
査
項
目
、

年
齢
に
よ
っ
て
金
額
が
異
な
り
ま
す

の
で
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
 

■
申
込
・
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
　
健
康
づ
く
り
課
 

成
人
保
健
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
1

地
域
振
興
促
進
助
成
事
業
募
集

市
で
は
、
合
併
特
例
債
な
ど
に
よ
る

地
域
振
興
基
金
の
運
用
益
を
活
用
し
、

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
な
ど
の
市
民
活
動
へ
の
支
援
や
、
地

域
振
興
に
取
り
組
む
市
民
活
動
を
支
援

す
る
助
成
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

平
成
22
年
度
地
域
振
興
促
進
助
成
事

業
の
第
1
次
審
査
分
の
募
集
を
行
い
ま
 

す
。
 

 
■
対
象

平
成
22
年
4
月
1
日
〜
平
成
23
年
3

月
31
日
ま
で
に
実
施
予
定
の
次
に
該

当
す
る
活
動
 

○
地
域
振
興
を
目
的
に
、
市
民
団
体
が

自
発
的
、
自
主
的
に
行
う
活
動
 

○
地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
特
性
と
創
造
性
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
活
動
 

 
■
募
集
期
間

平
成
22
年
１
月
12
日（
火
）〜
2
月
27

日（
土
）
 

※
審
査
結
果
は
3
月
中
に
決
定
し
ま
 

す
。
 

 
■
応
募
方
法

　
市
民
活
動
支
援
課
ま
た
は
各
支
所

に
用
意
さ
れ
て
い
る
申
請
書
類
に
記

入
し
て
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

　
ま
た
、
申
請
書
類
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
「
よ
っ
ち
ゃ
ば
る
ネ

ッ
ト
笛
吹
」
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。
 

※
よ
っ
ち
ゃ
ば
る
ネ
ッ
ト
笛
吹
 

　
市
民
活
動
支
援
課
が
運
営
す
る
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
で
、
市
民
の

地
域
活
動
へ
の
参
加
促
進
や
市
民
活

動
団
体
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
の
 

「
地
域
情
報
サ
イ
ト
」
で
す
。
　
 

 
■
今
後
の
募
集
予
定

○
第
2
次
募
集
 

3
月
1
日（
月
）〜
4
月
30
日（
金
）
 

（
審
査
決
定
5
月
）
　
 

○
第
3
次
募
集
 

5
月
2
日（
日
）〜
6
月
30
日（
水
）
 

（
審
査
決
定
7
月
）
　
 

○
第
4
次
募
集
 

7
月
1
日（
木
）〜
8
月
31
日（
火
）
 

（
審
査
決
定
9
月
）
　
 

○
第
5
次
募
集
 

9
月
1
日（
水
）〜
10
月
29
日（
金
）
 

（
審
査
決
定
11
月
）
 

 詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

 
■
問
合
せ
先

市
民
環
境
部
　
市
民
活
動
支
援
課
　

市
民
活
動
支
援
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

※ 



Kokuho Fuefuki

催
　
し

募
　
集

講 

座・
教 

室

健 

康・
福 

祉

子
育
て

生 

活・
環 

境

相
　
談

お
知
ら
せ

催
　
し

募
　
集

講 

座・
教 

室

健 

康・
福 

祉

子
育
て

生 

活・
環 

境

相
　
談

お
知
ら
せ

※１　70歳未満の方の自己負担限度額（月額） 
 
 
80,100円＋（医療費－267,000）×1％ 

 
150,000円＋（医療費－500,000）×1％ 

　　　　　　　　　　35,400円 
　限度額は年齢や所得に応じて決まります。上記
以外の年齢の方や詳細についてはお問い合わせく
ださい。 

一般

上位所得者

住民税非課税世帯

国
民
健
康
保
険
税
第
6
期（
12 
 

月
）の
口
座
振
替
日
と
納
期
限
は
、

日
に
ち
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。
 

○
口
座
振
替
日
　
12
月
25
日（
金
） 

○
納
期
限
　
12
月
28
日（
月
） 

長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
）
加
入
者
の
皆
さ
ん
へ

   長
寿
医
療
制
度（
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
）の
保
険
料
は
、
基
本
的
に
は
年

金
か
ら
の
特
別
徴
収（
天
引
き
）で
納
め

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

た
だ
し
、
年
金
受
給
額
が
年
間
18
万

円
未
満
の
方
や
介
護
保
険
料
と
長
寿
医

療
保
険
料
の
合
算
額
が
年
金
受
給
額
の

2
分
の
1
以
上
に
な
っ
て
し
ま
う
方
、

ま
た
は
長
寿
医
療
保
険
に
切
り
替
わ
っ

た
ば
か
り
の
方
な
ど
は
、
納
付
書
で
納

め
て
い
た
だ
く
普
通
徴
収
と
な
り
ま
 

す
。
 

そ
の
た
め
、「
う
っ
か
り
し
た
」
、「
気

が
付
か
な
か
っ
た
」
、「
国
民
健
康
保

険
で
口
座
振
替
に
な
っ
て
い
た
の
で
、

長
寿
医
療
保
険
料
も
引
い
て
く
れ
る
と

思
っ
て
い
た
」
な
ど
の
理
由
で
、
保
険

料
を
納
め
忘
れ
て
い
る
方
が
い
ま
す
。
 

市
で
は
、
納
め
忘
れ
て
い
る
方
に
は
、

納
期
限
の
翌
月
20
日
ま
で
に
督
促
状
を

お
送
り
し
て
い
ま
す
。
納
め
忘
れ
が
な

い
か
今
一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
 

※
納
付
に
は
、
便
利
な
口
座
振
替
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
 

※
第
6
期（
12
月
）の
口
座
振
替
日
は
12

月
25
日（
金
）で
す
。
 

 
■
問
合
せ
先

市
民
環
境
部
　
国
民
健
康
保
険
課
　
 

高
齢
者
医
療
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

納
付
証
明
書
が
必
要
な
時
は

長
寿
医
療
（
後
期
高
齢
者
医
療
）

保
険
料
・
国
民
健
康
保
険
税

  本
年
中
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
長
寿

医
療（
後
期
高
齢
者
医
療
）保
険
料
・
国

民
健
康
保
険
税
は
、
平
成
21
年
中
の
所

得
税
や
住
民
税
の
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
。
 

確
定
申
告
や
年
末
調
整
な
ど
で
納
付

証
明
書
が
必
要
な
方
は
、
国
民
健
康
保

険
課
ま
た
は
各
支
所
で
発
行
し
ま
す
の
 

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

※
ご
注
意
く
だ
さ
い
 

・
年
内
に
発
行
す
る
証
明
書
に
は
、
発

行
日
現
在
の
納
付
金
額
が
記
載
さ
れ

ま
す
。
そ
の
後
納
付
し
た
場
合
は
、

領
収
書
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
 

・
特
別
徴
収（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）に

つ
い
て
は
、
本
人
以
外
の
方
の
控
除

と
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

 
■
申
込
・
問
合
せ
先

市
民
環
境
部
　
国
民
健
康
保
険
課
　

高
齢
者
医
療
担
当
・
国
保
総
務
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

介
護
保
険
料
の
納
め
忘
れ

は
あ
り
ま
せ
ん
か

障
が
い
者
歩
行
訓
練
教
室

  寒
い
季
節
に
な
り
ま
す
の
で
、
み
ん

な
で
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。
 

歩
行
だ
け
で
な
く
、
体
全
体
を
使
う

内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
 

す
。
 

■
対
象

市
内
の
障
が
い
者
・
市
内
障
が
い
者

施
設
利
用
者
 

■
日
時

12
月
18
日（
金
）
 

午
前
10
時
〜
11
時
30
分
　
　
 

■
場
所
　

い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化

館
　
　
 

■
内
容

・
理
学
・
作
業
療
法
士
に
よ
る
体
操
 

・
体
を
使
っ
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活

動
 

・
体
の
機
能
に
つ
い
て
の
相
談
 

■
参
加
費
　
無
料
　
　
　
 

■
申
込
方
法

　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

■
申
込
締
切
　
12
月
15
日（
火
）
 

 
■
申
込
・
問
合
せ
先
　

障
害
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
　

ふ
え
ふ
き
　
 

☎
0
5
5（
2
6
3
）1
7
7
7
 

Fax
0
5
5（
2
6
3
）1
7
6
9

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
、
多
く
の

方
か
ら
次
の
よ
う
な
お
問
い
合
わ
せ
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
お
答
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

 家
の
階
段
で
転
倒
し
、
手
術
と
リ
ハ

ビ
リ
で
入
院
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
 

た
。
医
療
費
が
高
額
に
な
り
そ
う
 

で
、
病
院
へ
の
支
払
い
が
心
配
で
す
。
 

 医
療
費
の
支
払
方
法
は
次
の
2
つ
が

あ
り
ま
す
。
 

①
自
己
負
担
限
度
額（
※
1
）と
の
差
額

を
後
日
支
給
申
請
 

医
療
費
の
自
己
負
担
分
を
病
院
の

窓
口
で
一
旦
お
支
払
い
た
だ
き
、
自

己
負
担
限
度
額
と
の
差
額
に
つ
い
て

後
日
支
給
申
請
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

対
象
者
に
は
、
国
民
健
康
保
険
課

か
ら
診
療
月
の
翌
々
月
以
降
に
申
請

依
頼
通
知
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

そ
の
後
の
申
請
に
な
り
ま
す
。
 

・
申
請
時
の
持
ち
物
 

領
収
書
・
印
か
ん
・
送
付
さ
れ
た
申

請
書
 

 
②
限
度
額
適
用
認
定
証
を
提
示
 

国
民
健
康
保
険
課
ま
た
は
各
支
所

へ
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
の
交
付

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

こ
の
認
定
証
と
保
険
証
を
一
緒
に

病
院
に
提
示
す
る
と
、
医
療
費
請
求

が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と
な
り
、

高
額
療
養
費
と
し
て
払
い
戻
し
を
受

け
る
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。
 

た
だ
し
、「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

の
交
付
を
受
け
る
た
め
に
は
、
国
民

健
康
保
険
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

が
条
件
に
な
り
ま
す
の
で
、
万
が
一

の
時
の
た
め
に
も
納
め
忘
れ
が
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

※
け
が
の
原
因
が
第
三
者
に
よ
る
場
合
 

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
が
原
因
の

け
が
で
、
保
険
証
を
使
っ
て
医
療
機

関
に
か
か
る
場
合
は
、「
第
三
者
行

為
に
よ
る
被
害
届
」
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
 

た
だ
し
、
加
害
者
か
ら
治
療
費
を

受
け
取
っ
た
り
、
示
談
に
し
て
し
ま

う
と
保
険
が
適
用
さ
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
 

第
三
者
の
ペ
ッ
ト
に
よ
る
け
が
、

自
転
車
に
よ
る
事
故
な
ど
の
場
合
も

届
け
が
必
要
で
す
。
 

診
療
を
受
け
る
際
は
、
必
ず
国
民

健
康
保
険
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
課
か
ら
第

三
者
に
よ
る
け
が
や
事
故
で
は
な
い
 

か
、
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が

あ
り
ま
す
。
 

           
■
申
込
・
問
合
せ
先

市
民
環
境
部
　
国
民
健
康
保
険
課
　

国
保
総
務
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

   65
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料（
以

下
「
保
険
料
」
）納
付
に
は
次
の
2
つ

の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
 

○
特
別
徴
収
 

年
金
が
年
額
18
万
円
以
上
の
方
 

は
、
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。
 

○
普
通
徴
収
 

年
金
が
年
額
18
万
円
未
満
の
方
 

は
、
金
融
機
関
で
納
付
書
を
使
っ
て

納
め
ま
す
。
 

 

※
年
金
か
ら
天
引
き
に
な
る
「
特
別
徴
 

収
」
の
方
で
も
、
次
に
該
当
す
る
場

合
は
一
時
的
に
納
付
書
で
納
め
て
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

・
保
険
料
が
増
額
・
減
額
に
な
っ
た
時
 

・
年
度
途
中
で
65
歳
に
な
っ
た
時
 

・
年
度
途
中
で
他
市
町
村
か
ら
転
入
し

た
時
 

・
年
度
途
中
で
年
金
受
給
が
始
ま
っ
た

時
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
年
金
が
一
時
差
し
止
め
に
な
っ
た
時
 

・
受
給
し
て
い
る
年
金
の
種
類
が
変
わ

っ
た
時
 

・
年
金
を
担
保
に
借
り
入
れ
を
し
て
い

る
時
 

・
年
金
に
関
す
る
手
続
き
を
し
た
時
 

※
普
通
徴
収
の
方
は
、
納
め
忘
れ
の
な

い
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
 

口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、
預

貯
金
口
座
の
あ
る
金
融
機
関
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

○
持
ち
物
　
通
帳
・
届
出
印
・
納
付
書
 

※
市
外
の
金
融
機
関
に
は
申
込
用
紙
が

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
事
前
に
介
護
保

険
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

■
保
険
料
を
滞
納
す
る
と
・
・
・

災
害
な
ど
特
別
な
場
合
を
除
き
、

滞
納
期
間
に
応
じ
て
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
際
に
次
の
よ
う
な
給

付
制
限
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
 

す
。
 

①
費
用
の
全
額
を
一
旦
自
己
負
担
し
、

申
請
に
よ
り
後
か
ら
保
険
給
付
分
 

（
費
用
の
9
割
）が
支
払
わ
れ
ま
す
。
 

②
費
用
の
全
額
を
自
己
負
担
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
申
請
後
も
、
保
険
給
付

の
一
部
ま
た
は
全
額
の
一
時
差
し
止

め
や
、
支
払
わ
れ
る
保
険
給
付
が
滞

納
し
て
い
る
保
険
料
に
充
て
ら
れ
ま
 

す
。
 

③
自
己
負
担
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
り
 

（
通
常
1
割
を
3
割
に
）、
高
額
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ

た
り
し
ま
す
。
 

  12
月
以
降
の
平
成
21
年
度
介
護
保
険

料
納
期
は
次
の
通
り
で
す
。
 

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

そ
の
ま
ま
に
せ
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

○
第
5
期
納
期
限
 

平
成
21
年
12
月
25
日（
金
）
 

○
第
6
期
納
期
限
 

平
成
22
年
3
月
1
日（
月
）
 

 
■
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
　
介
護
保
険
課
 

介
護
総
務
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
3

納
期
限
を
守
り
ま
し
ょ
う

QA



Kokuho Fuefuki

催
　
し

募
　
集

講 

座・
教 

室

健 

康・
福 

祉

子
育
て

生 

活・
環 

境

相
　
談

お
知
ら
せ

催
　
し

募
　
集

講 

座・
教 

室

健 

康・
福 

祉

子
育
て

生 

活・
環 

境

相
　
談

お
知
ら
せ 受付場所・日時など

○お住まいの地域に関わらず、どの会場でも手続きをすることができます。 
○受付期間内に手続きをしない場合には、助成金の支払いはできません。 
※都合で会場に来られない場合は、県峡東保健福祉事務所で、平成22年1月18日（月）から2月5日（金）ま
で随時受け付けます。 

持参

山梨市役所西館　　101会議室 
甲州市民文化会館　視聴覚室　 
スコレ―センタ―　会議室 
学びの杜みさか　　講義室 
東山梨合同庁舎　　101会議室 

平成22年1月18日（月） 
1月20日（水） 
1月22日（金） 
1月25日（月） 
1月27日（水） 

午前10時～12時 
午後1時～3時 

郵送
県峡東保健福祉事務所福祉課宛に郵送してください。 
平成22年1月18日（月）から2月5日（金）までの消印のあるものが有効です。 
 

場　　　所 受付時間日　　　程

コ
ン
タ
ク
ト
パ
ー
ソ
ン
育

成
講
座

   知
的
障
が
い
者
・
精
神
障
が
い
者
、

認
知
症
高
齢
者
の
地
域
生
活
や
活
動
支

援
の
一
環
と
し
て
、
本
人
に
寄
り
添
っ
 

て
、
申
請
手
続
き
、
契
約
の
代
行
･
代
 

理
、
財
産
管
理
な
ど
を
行
う
コ
ン
タ
ク

ト
パ
ー
ソ
ン
の
養
成
講
座
を
開
講
し
ま
 

す
。
 

 
■
対
象

○
市
内
在
住
ま
た
は
市
民
を
支
援
し
て

い
た
だ
け
る
方
 

○
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
職
員
 

■
日
時

平
成
22
年
1
月
13
日
（
水
）
〜
15
日
 

（
金
） 

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
 

■
場
所
　
御
坂
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

■
定
員
　
30
人
 

■
参
加
費
　
2
0
0
0
円
　
　
　
　
 

■
申
込
方
法
　
　

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子

メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

■
申
込
締
切
　
12
月
25
日（
金
） 

 
■
申
込
・
問
合
せ
先

障
害
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
 

ふ
え
ふ
き
　
 

☎
0
5
5（
2
6
3
）1
7
7
7
 

Fax
0
5
5（
2
6
3
）1
7
6
9
 

電
子
メ
ー
ル
 

sh
ien
05@
fu
efu
k
i-sh
ak
y
o.or.jp

県
で
は
、
次
に
該
当
す
る
心
身
障
が

い
者
の
自
家
用
自
動
車
燃
料
費
を
、
県

心
身
障
害
者
自
動
車
燃
料
費
助
成
事
業

に
よ
り
助
成
し
ま
す
。
 

■
対
象平

成
21
年
度
分
の
自
動
車
税
や
軽

自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
方

ま
た
は
平
成
22
年
度
か
ら
減
免
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
方
で
、
障
が
い

の
程
度
が
次
に
該
当
す
る
心
身
障
が

い
者
ま
た
は
当
該
心
身
障
が
い
者
と

生
計
を
一
に
し
て
い
る
方
 

○
身
体
障
害
者
手
帳
の
総
合
等
級
が
1

級
ま
た
は
2
級
 

○
療
育
手
帳
に
記
載
さ
れ
た
障
が
い
の

程
度
が
Ａ
―
1
、
Ａ
―
2
ａ
、
Ａ
―

2
ｂ
ま
た
は
Ａ
―
3
 

○
戦
傷
病
者
手
帳
に
よ
る
障
が
い
の
程

度
が
特
別
項
症
、
第
1
項
症
ま
た
は

第
2
項
症
 

■
対
象
期
間
・
燃
料
費

平
成
21
年
1
月
1
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
に
、
税
の
減
免
を
受
け
た
自

動
車
ま
た
は
軽
自
動
車
で
消
費
す
る

た
め
に
購
入
し
た
燃
料
 

※
た
だ
し
、
期
間
の
途
中
で
税
の
減
免

の
手
続
き
を
し
た
場
合
は
、
手
続
き

を
し
た
日
の
翌
月
分
か
ら
が
対
象
期

間
で
す
。
 

■
助
成
金

「
対
象
期
間
（
月
数
）
×
50
リ
ッ
ト
 

ル
」
ま
た
は
「
実
際
の
購
入
量
」
の

少
な
い
方（
助
成
対
象
量
）に
、
1
リ

ッ
ト
ル
あ
た
り
ガ
ソ
リ
ン
な
ら
ば
40 
 

円
、軽
油
な
ら
ば
18
円
を
乗
じ
た
額
 

■
請
求
書
は
事
前
に
受
け
取
り
を

市
福
祉
総
務
課
や
各
支
所
、
ま
た

は
県
峡
東
保
健
福
祉
事
務
所
福
祉
課

に
書
類
が
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
 

請
求
受
付
前
に
、
本
人
ま
た
は
家

族
な
ど
が
書
類
を
お
受
け
取
り
く
だ

さ
い
。
 

■
持
ち
物

○
記
入
し
た
「
山
梨
県
心
身
障
害
者
自

動
車
燃
料
費
助
成
金
請
求
書
」
 

○
宛
名
に
助
成
金
請
求
者
の
氏
名
が
記

載
さ
れ
た
領
収
書
・
購
入
計
算
書
ま

た
は
販
売
店
で
証
明
さ
れ
た
支
払
い

証
明
書
 

○
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
戦

傷
病
者
手
帳
の
い
ず
れ
か
（
「
減
免

申
請
済
」
と
押
印
が
あ
る
も
の
） 

○
印
か
ん
、
減
免
者
の
車
検
証
、
請
求

者
名
義
の
預
金
通
帳（
郵
便
局
不
可
） 

 ■
問
合
せ
先

・
県
峡
東
保
健
福
祉
事
務
所
　
福
祉
課
 

☎
0
5
5
3（
2
0
）2
7
5
0
 

・
市
保
健
福
祉
部
　
福
祉
総
務
課
 

　
障
害
福
祉
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）1
2
7
1

心
身
障
が
い
者
の
自
家
用
自
動
車
燃
料
費
を
助
成

学
童
保
育
の
申
請
受
付

１２
月
7
日
か
ら

受付時間　○児童課・各支所　　　　午前8時30分～午後5時30分 
　　　　　○各学童保育クラブ　　　児童下校時～午後6時30分 
※１２月７日（月）から１１日（金）までは、児童課のみ午後７時まで受け付けます。 

石和南小学童保育クラブ 

石和東小学童保育クラブ 

石和北小学童保育クラブ 

富士見小学童保育クラブ 

石和西小学童保育クラブ 

御坂学童保育クラブ 

一宮学童保育クラブ 

八代学童保育クラブ 

境川学童保育クラブ 

かすがい学童保育クラブ 

石和南小学校内 

はなぶさふれあい児童館内 

石和北小学校内 

富士見小学校内 

石和西小学校内 

御坂児童センター内 

一宮児童館内 

八代児童センター内 

境川児童館内 

春日居児童センター内 

児童課・各学童保育クラブ 

児童課・御坂支所・ 
御坂学童保育クラブ 
児童課・一宮支所・ 
一宮学童保育クラブ 
児童課・八代支所・ 
八代学童保育クラブ 
児童課・境川支所・ 
境川学童保育クラブ 
児童課・春日居支所・ 
かすがい学童保育クラブ 

80 

50 

50 

90 

80 

100 

95 

90 

70 

50 

 

学童保育クラブ
申請受付一覧表

名　　　　　称 所　　在　　地 定員 受　付　場　所

市
で
は
、
平
成
22
年
度
の
学
童
保
育

利
用
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。
 

学
童
保
育
は
、
児
童
が
学
校
か
ら
帰

宅
し
て
も
、
保
護
者
・
親
族
が
仕
事
な

ど
で
面
倒
を
見
ら
れ
な
い
家
庭
の
児
童

を
お
預
か
り
し
、
適
切
な
遊
び
や
生
活

の
場
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
そ
の
健
全

な
育
成
を
図
る
事
業
で
す
。
 

■
対
象

市
内
の
小
学
校
に
在
学
し
、
次
に
該

当
す
る
児
童
 

①
保
護
者
が
就
労
の
た
め
、
児
童
が
帰

宅
し
て
も
ほ
か
に
保
護
者
に
代
わ
る

者
が
い
な
い
3
年
生
以
下
の
児
童
 

②
保
護
者
の
出
産
、
傷
病
な
ど
の
理
由
 

で
、
緊
急
か
つ
一
時
的
に
保
護
者
ま

た
は
保
護
者
に
代
わ
る
者
が
い
な
い

3
年
生
以
下
の
児
童
 

③
市
長
が
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
児
童
 

※
定
員
を
超
え
る
場
合
は
、
市
の
規
則

に
基
づ
き
決
定
し
ま
す
の
で
、
利
用

で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
 

※
現
在
、
学
童
保
育
を
利
用
し
て
い
る

児
童
も
申
請
が
必
要
で
す
。
 

■
申
請
方
法

児
童
課
ま
た
は
各
支
所
、
各
学
童

保
育
ク
ラ
ブ
に
用
意
し
て
あ
る
申
請

書
に
記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

※
受
付
場
所
は
、
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
ご

と
に
異
な
り
ま
す
。
 

■
受
付
期
間

12
月
7
日（
月
）〜
18
日（
金
）（
土
・

日
を
除
く
）
 

 
■
実
施
期
間

平
成
22
年
4
月
1
日（
木
）〜
平
成
23

年
3
月
31
日（
木
）
　
 

■
保
育
時
間

○
小
学
校
の
平
日
授
業
日
 

下
校
時
〜
午
後
6
時
30
分
 

○
小
学
校
の
平
日
休
業
日（
学
校
行
事

振
替
休
日
、
夏
・
冬
休
み
期
間
な
ど
） 

午
前
8
時
〜
午
後
6
時
30
分
 

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
12
月
29
日
か

ら
1
月
3
日
は
閉
館
し
ま
す
。
 

※
災
害
な
ど
で
学
校
が
休
校
す
る
場
 

合
、
学
童
保
育
を
実
施
し
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
 

■
負
担
金

児
童
1
人
に
つ
き
月
2
0
0
0
円
 

（
た
だ
し
、
保
護
者
な
ど
の
所
得
状

況
で
、
減
免
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
 

す
）
 

※
学
童
保
育
料
を
滞
納
し
て
い
る
場
合
 

は
、
申
請
を
受
け
付
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
 

■
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
　
児
童
課
　
 

児
童
家
庭
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
4
 

ま
た
は
各
支
所
 

学
童
保
育
に
つ
い
て
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催
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催
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子育て応援特別手当（平成21年度版）の執行停止について
 
広報ふえふき10月号で、「子育て応援特別手当（平成21年度版）」のお知らせをしましたが、10
月に国の補正予算見直しにより執行停止が決定されました。 
本市でも支給に向けて準備を進めてきましたが、今回の国の決定を受け、実施しないことにな
りました。支給対象者の皆さんには大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解くださいますようお願
いします。 
なお、11月に発送を予定していた手当についての案内もお送りしませんので、ご了承ください。 

10月20日、芦川町上芦川地区のモデル圃場（ほじょう）で、石和第
二保育所の園児34人が、サツマイモの収穫体験を行いました。 
この事業は、市内の園児に、芦川町の自然環境の中で土に親しみ
ながら作物を育て、心の豊かさや農山村の素晴らしさを感じてもら
おうと行われたものです。 
当日は天候にも恵まれ、園児たちは掘り起こした自分の顔より大
きいサツマイモに驚き、圃場にはにぎやかな歓声が響いていました。 
 

予防接種名

ＢＣＧ

三種混合1期初回・追加
（ジフテリア・百日咳・破傷風）

日本脳炎1、2期

二種混合　2期
（ジフテリア・破傷風）

麻しん風しん混合　1期�

平成21年 9月生まれ

平成20年12月生まれ

平成10年12月生まれ

通知発送対象児

現在接種のおすすめを
控えています

社
会
保
険
庁

廃
止

日本年金機構

 
公的年金の運営業務

厚生労働省

公的年金の 
財政責任・運営責任

■問合せ先　保健福祉部　児童課　児童家庭担当　☎055（261）1904

国
民
年
金
保
険
料
控
除
証

明
書
は
大
切
に
保
管
を

   国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書（
以

下
「
証
明
書
」
）が
、
11
月
上
旬
か
ら

送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
民
年
金
保
険

料（
以
下
「
保
険
料
」
）を
社
会
保
険
料

控
除
と
し
て
申
告
す
る
場
合
は
、
1
年

間
に
納
付
し
た
保
険
料
を
証
明
す
る
書

類
を
添
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

年
末
調
整
や
確
定
申
告
に
は
、
必
ず

こ
の
証
明
書
や
領
収
書
が
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
 

※
11
月
上
旬
に
証
明
書
が
送
付
さ
れ
る

の
は
、
平
成
21
年
1
月
1
日
か
ら
9

月
30
日
ま
で
の
間
に
、
保
険
料
を
納

付
し
た
方
で
す
。
 

※
10
月
1
日
か
ら
12
月
31
日
の
間
に
、

今
年
初
め
て
保
険
料
を
納
付
し
た
方

の
証
明
書
は
、
平
成
22
年
2
月
に
送

付
さ
れ
る
予
定
で
す
。
 

 ■
問
合
せ
先

・
国
民
年
金
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
 

☎
0
5
7
0（
0
7
0
）1
1
7
 

・
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
な
ど
の
方
 

☎
0
3（
6
7
0
0
）1
1
3
0
 

※
受
付
期
間
 

平
成
22
年
3
月
13
日
ま
で
の
平
日
午

前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分
 

  対
象
者
に
は
、
後
日
、
予
診
票
・
契

約
医
療
機
関
な
ど
の
詳
し
い
お
知
ら
せ

を
し
ま
す
。
　
 

接
種
時
期
な
ど
の
内
容
を
よ
く
確
認
 

し
、
契
約
医
療
機
関
で
予
防
接
種
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。
  
 

な
お
、
他
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
 

方
、
予
診
票
の
な
い
方
や
合
併
前
の
予

診
票
を
お
持
ち
の
方
は
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
  
 
 

 
                 

■
問
合
せ
先
  

保
健
福
祉
部
　
健
康
づ
く
り
課
 

母
子
保
健
担
当
  

☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
1

乳
幼
児
予
防
接
種

   サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
指
し
、
社
会
保

険
庁
は
、
組
織
・
人
員
を
一
新
し
「
日

本
年
金
機
構
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り

ま
す
。
 

○
社
会
保
険
事
務
所
は
、
「
年
金
事
務
 

所
」
に
名
前
が
変
わ
り
ま
す
が
、
年

金
相
談
な
ど
の
窓
口
と
し
て
引
き
続

き
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、

所
在
地
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

○
日
本
年
金
機
構
の
設
立
に
伴
い
、
こ

れ
ま
で
社
会
保
険
庁
や
社
会
保
険
事

務
所
の
名
義
で
ご
案
内
し
て
い
た
書

類
は
、
今
後
、
内
容
に
よ
り
、
厚
生

労
働
省
ま
た
は
日
本
年
金
機
構
の
名

義
で
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

             
■
問
合
せ
先

山
梨
社
会
保
険
事
務
局
　
総
務
課
 

☎
0
5
5（
2
3
1
）8
7
7
7

「
日
本
年
金
機
構
」
が
来
年

1
月
1
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

年
金
は
老
後
生
活
の
基
盤
と
な
る
も

の
で
す
。
農
業
者
年
金
は
農
業
者
の
老

後
の
生
活
の
安
定
と
福
祉
の
向
上
に
加
 

え
、
農
業
の
担
い
手
を
確
保
す
る
た
め

の
政
策
年
金
と
し
て
農
業
者
だ
け
が
加

入
で
き
る
公
的
年
金
で
す
。
 

老
後
の
生
活
を
安
心
し
て
送
る
た
め

に
も
、
農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
 

か
。
 

 
知
っ
て
お
き
た
い
農
業
者
年
金
の
メ
リ

ッ
ト

①
少
子
高
齢
化
時
代
に
強
い
年
金

将
来
の
年
金
受
給
に
必
要
な
原
資

を
自
分
で
積
み
立
て
る
、
積
立
方
式

の
確
定
拠
出
型
年
金
で
す
。
年
金
額

が
加
入
者
・
受
給
者
の
数
に
影
響
さ

れ
な
い
安
定
し
た
制
度
で
す
。
 

 
②
農
業
従
事
者
は
広
く
加
入
で
き
ま
す

国
民
年
金
の
第
1
号
被
保
険
者
 

で
、
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す

る
60
歳
未
満
の
方
は
、
誰
で
も
加
入

で
き
ま
す
。
 

ま
た
、
脱
退
も
自
由
で
す
。
脱
退

一
時
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
加

入
期
間
に
関
わ
ら
ず
、
そ
れ
ま
で
に

支
払
っ
た
保
険
料
は
、
将
来
年
金
と

し
て
受
け
取
れ
ま
す
。
 

 

③
保
険
料
額
は
自
由

自
分
が
必
要
と
す
る
年
金
額
の
目

標
に
向
け
て
、
自
分
で
保
険
料
を
決

め
ら
れ
ま
す
。（
月
額
2
万
円
を
基

本
に
、
最
高
6
万
7
0
0
0
円
ま
で

1
0
0
0
円
単
位
で
選
択
） 

農
業
経
営
の
状
況
や
、
老
後
設
計

に
応
じ
て
、
い
つ
で
も
見
直
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
 

※
認
定
農
業
者
な
ど
の
一
定
の
要
件
を

満
た
す
農
業
者
に
は
、
国
の
保
険
料

国
庫
補
助（
政
策
支
援
）が
あ
り
ま
す
。
 

 

④
８０
歳
ま
で
の
保
証
が
付
い
た
終
身
年

金
年
金
は
生
涯
支
給
さ
れ
ま
す
。
仮

に
加
入
者
・
受
給
者
が
80
歳
前
に
亡

く
な
っ
た
場
合
で
も
、
死
亡
し
た
翌

月
か
ら
80
歳
ま
で
に
受
け
取
れ
る
は

ず
だ
っ
た
農
業
者
老
齢
年
金
が
、
死

亡
一
時
金
と
し
て
遺
族
に
支
給
さ
れ

ま
す
。
 

 

⑤
税
制
面
で
も
特
例
が
あ
り
ま
す

支
払
っ
た
保
険
料（
最
高
年
額
80

万
4
0
0
0
円
）は
、
全
額
が
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
 

（
民
間
の
個
人
年
金
の
場
合
、
控
除

額
の
上
限
は
5
万
円
）
 

ま
た
、
受
け
取
る
農
業
者
年
金
も

公
的
年
金
等
控
除
が
適
用
さ
れ
ま
 

す
。（
65
歳
か
ら
年
金
受
給
の
場
合
 

は
、
国
民
年
金（
基
礎
年
金
）と
合
わ

せ
て
年
額
1
2
0
万
円
ま
で
は
非
課
 

税
）
 

 
⑥
毎
年
の
積
立
金
が
一
目
で
分
か
り
ま

す
毎
年
、
農
業
者
年
金
基
金
か
ら
、

前
年
度
に
納
付
し
た
保
険
料
・
運
用
 

益
・
積
立
金
の
総
額
が
各
個
人
に
通

知
さ
れ
ま
す
。
 

 詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

 
■
問
合
せ
先

農
業
委
員
会
事
務
局
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）2
0
3
8
 

ま
た
は
最
寄
り
の
Ｊ
Ａ
 

   

農
業
者
の
皆
さ
ん
へ

魅
力
い
っ
ぱ
い
の
農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
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催
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   ク
レ
ジ
ッ
ト
や
消
費
者
金
融（
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
金
融
）な
ど
複
数
の
金
融
業

者
か
ら
お
金
を
借
り
て
お
悩
み
の
方
は
、

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

※
こ
の
相
談
会
は
、
金
融
庁
の
多
重
債

務
問
題
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、

市
が
実
施
す
る
も
の
で
す
。
 

■
日
時
　
12
月
16
日（
水
）
 

　
　
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
 

■
場
所
　
ス
コ
レ
ー
パ
リ
オ
 

■
相
談
時
間
　
1
人
30
分
以
内
 

■
相
談
員
　
網
倉
義
久
氏（
司
法
書
士
） 

※
予
約
不
要
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。
 

■
問
合
せ
先
　

市
民
環
境
部
　
市
民
活
動
支
援
課
 

市
民
生
活
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1
 

 

多
重
債
務
者
の
た
め
の
無

料
相
談
会

   （
社
）山
梨
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

で
は
、
土
地
・
建
物
な
ど
不
動
産
に
関

す
る
無
料
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
 

市
内
の
宅
地
建
物
取
引
業
協
力
会
会

員
が
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
 

■
日
時

○
平
成
21
年
12
月
16
日（
水
）
 

午
前
10
時
〜
午
後
3
時
 

○
平
成
22
年
2
月
17
日（
水
）
 

午
前
10
時
〜
午
後
3
時
 

■
場
所

市
役
所
南
館
3
階
大
会
議
室
 

※
予
約
不
要
で
す
。
 

■
問
合
せ
先

（
社
）山
梨
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
 

☎
0
5
5（
2
6
3
）7
6
3
8
 

（
担
当
　
岡
）
 

不
動
産
に
関
す
る
無
料
相

談
所

現
在
、
下
水
道
受
益
者
負
担
金
を
分

割
支
払
い
中
の
方
は
、
支
払
方
法
を
一

括
納
付
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

分
割
納
付
の
場
合
、
年
4
回
支
払
い

で
報
奨
金
が
付
き
ま
せ
ん
が
、
一
括
納

付
の
場
合
は
、
ま
と
め
て
お
支
払
い
し

て
い
た
だ
く
た
め
報
奨
金
が
付
き
ま
す
。
 

 
■
変
更
で
き
る
方

○
過
去
に
未
納
が
な
い
方
 

平
成
22
年
度
以
降
の
一
括
納
付
を

希
望
す
る
場
合
は
、
平
成
21
年
度
分

を
含
む
過
去
に
未
納
が
な
い
方
 

○
6
月
1
日
か
ら
14
日
ま
で
に
完
納
で

き
る
方
 

一
括
納
付
期
間
は
、
毎
年
6
月
1

日
か
ら
14
日
ま
で
と
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
1
日
で
も
過
ぎ
る
と
、
報
奨

金
の
付
か
な
い
分
割
納
付
扱
い
に
な

り
ま
す
。
 

■
手
続
き
方
法

変
更
を
ご
希
望
の
方
は
、
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

そ
の
際
、
氏
名
や
通
知
書
番
号（
ま

た
は
受
益
者
番
号
）、
過
去
に
未
納

が
な
い
か
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
 

 
受
益
者
に
次
の
よ
う
な
変
更
が
あ
っ

た
場
合
は
、
必
ず
届
け
出
を
お
願
い
し

ま
す
。
 

届
け
出
が
な
い
と
、
通
知
が
届
か
な
 

い
、
旧
受
益
者
に
負
担
金
が
か
か
る
な
 

ど
、
受
益
者
の
皆
さ
ん
に
迷
惑
が
か
か

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
 

 

■
提
出
書
類

○
住
所
変
更
の
場
合
　
 

下
水
道
事
業
受
益
者（
納
付
管
理
人
）

住
所（
居
所
・
事
務
所
）変
更
届
 

○
受
益
者
が
変
更
に
な
っ
た
場
合
 

下
水
道
事
業
受
益
者
異
動
届
出
書
 

 
な
お
、
受
益
者
決
定
後
、
負
担
金
納

付
途
中
に
売
買
や
受
益
者
の
変
更
が
あ

っ
た
場
合
は
、
新
受
益
者
が
旧
受
益
者

の
負
担
金
納
付
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な

り
ま
す
。
　
 

届
け
出
が
な
い
場
合
、
旧
受
益
者
に

継
続
し
て
負
担
金
が
か
か
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
必
ず
届
け
出
を
お
願
い

し
ま
す
。
 

不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

 
■
問
合
せ
先
　
　
　
　
　
　
　

公
営
企
業
部
　
下
水
道
課
 

管
理
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
4
7

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

分
割
納
付
か
ら
一
括
納
付
に
変
更
し
ま
せ
ん
か

結
婚
相
談
所

  結
婚
相
談
所
を
開
催
し
ま
す
。
 

■
日
時

○
12
月
4
日（
金
）
 

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分
 

（
受
付
は
4
時
ま
で
）
 

○
12
月
20
日（
日
）
 

午
前
10
時
〜
12
時
 

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分
 

（
受
付
は
4
時
ま
で
）
 

■
場
所

春
日
居
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
 

※
初
回
の
相
談
は
予
約
不
要
で
す
。
 

※
継
続
し
て
相
談
を
希
望
す
る
場
合
は
、

結
婚
相
談
の
登
録
が
必
要
で
す
。
 

印
か
ん
・
Ｌ
版
写
真
2
枚
・
独
身
証

明
書
・
身
分
証
明
書
の
写
し
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
 

■
問
合
せ
先

市
民
環
境
部
　
市
民
活
動
支
援
課
　
 

市
民
活
動
支
援
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1
 

 

冬
の
Ｅ
ｙ
ｅ
愛
ひ
と
み
相

談
会    お

子
さ
ん
の
目
の
見
え
方
に
不
安
を

感
じ
て
い
る
方
、
成
人
さ
れ
て
か
ら
目

に
障
が
い
を
持
ち
悩
ん
で
い
る
方
、
視

覚
に
課
題
が
あ
る
子
ど
も
を
指
導
さ
れ

て
い
る
先
生
な
ど
、
目
の
こ
と
で
お
悩

み
の
方
は
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

※
入
学
相
談
会
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

■
日
時

12
月
12
日（
土
）・
13
日（
日
）
 

午
前
10
時
〜
午
後
3
時
 

■
場
所

県
立
盲
学
校
　
 

（
甲
府
市
下
飯
田
2
―
10
―
2
）
 

■
相
談
料
　
無
料
 

■
申
込
方
法

　
前
日
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
 

 
■
申
込
・
問
合
せ
先

山
梨
県
立
盲
学
校
　
視
覚
障
害
教
育

相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
 

☎
0
5
5（
2
2
6
）3
3
6
1
 

（
担
当
　
佐
田
）
 

平
日
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
 

最
低
賃
金
の
お
知
ら
せ

  「
山
梨
県
最
低
賃
金
」
は
、
10
月
1

日
か
ら
1
時
間
6
7
7
円
に
改
定
さ
れ

ま
し
た
。
 

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

 
■
問
合
せ
先

山
梨
労
働
局
賃
金
室
 

☎
0
5
5（
2
2
5
）2
8
5
4
 

ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
 

 

「
人
権
週
間
」
を
ご
存
知

で
す
か

   12
月
10
日
は
「
人
権
デ
ー
」
で
す
。
 

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
で
は
、
12
月
4
日（
金
）か
ら
10
日（
木
）

ま
で
を
「
第
61
回
人
権
週
間
」
と
定
め
、

皆
さ
ん
に
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。
 

お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
て
、
明
る

い
社
会
を
作
り
ま
し
ょ
う
。
 

■
啓
発
活
動
重
点
目
標

「
み
ん
な
で
築
こ
う
 
人
権
の
世
紀

〜
考
え
よ
う
 
相
手
の
気
持
ち
 
育

て
よ
う
 
思
い
や
り
の
心
〜
」
 

■
人
権
週
間
の
強
調
事
項

○
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う
 

○
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う
 

○
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
よ
う
 

○
障
が
い
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平

等
を
実
現
し
よ
う
な
ど
 

 
人
権
問
題
で
お
困
り
の
方
は
、
気
軽

に
最
寄
り
の
人
権
擁
護
委
員
か
法
務
局

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

※
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
 

 ■
相
談
・
問
合
せ
先

・
子
ど
も
の
人
権
1
1
0
番
 

☎
0
1
2
0（
0
0
7
）1
1
0
 

・
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
 

☎
0
5
7
0（
0
7
0
）8
1
0
 

・
甲
府
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課
 

☎
0
5
5（
2
5
2
）7
2
3
9
 

会
社
と
の
ト
ラ
ブ
ル
に
お
悩

み
の
労
働
者
の
皆
さ
ん
へ

   山
梨
県
労
働
委
員
会
で
は
、「
あ
っ

せ
ん
」
制
度
に
よ
っ
て
、
労
働
者
個
人

と
会
社
の
労
働
問
題
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決

の
手
助
け
を
し
て
い
ま
す
。
 

「
あ
っ
せ
ん
制
度
」
と
は
、
労
働
委

員
会
の
公
益
委
員
、
労
働
者
委
員
、
使

用
委
員
の
3
人
の
あ
っ
せ
ん
委
員
が
、

当
事
者
双
方
の
言
い
分
を
聞
き
、
問
題

点
を
整
理
し
、
迅
速
に
紛
争
の
解
決
に

あ
た
る
も
の
で
す
。
 

費
用
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。
「
あ

っ
せ
ん
」
は
非
公
開
で
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。
 

■
ト
ラ
ブ
ル
の
例

解
雇
・
雇
い
止
め
・
配
置
転
換
・
賃

金
引
き
下
げ
・
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ

ラ
な
ど
 

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

 
■
問
合
せ
先

山
梨
県
中
小
企
業
労
働
相
談
所
 

☎
0
5
5（
2
2
3
）1
3
6
6

お
知
ら
せ

当番日 会社名・電話番号 
（有）佐野工業所 
055（262）2523 
古屋設備 

055（263）3854 
（有）松山興業 
055（262）5621

協和住建（株） 
055（262）2393 
（有）宮下設備 
055（262）7097 
（有）タナカ設備 
055（262）4873

（有）椚設備 
055（265）3707 
（有）桃李 
0553（47）5158 
石原設備 
055（265）2393

12月29日（火） 
 

　　 30日（水） 
 

　 　31日（木） 
 
 

年
末
水
道
当
番
表

水道管の冬の寒さ対策はお早めに
冷え込みが厳しい時は、「ヒーター線の使用」、「不凍栓による水抜き」などが水道管の破損や凍

結防止に効果的です。なお、年末の水道管破損などの修理は、水道工事指定店にご連絡ください。 

■問合せ先
公営企業部 
水道課　工務担当　 
☎055（261）3346

受
益
者
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
届

け
出
を



Kokuho Fuefuki

催
　
し

募
　
集

講 

座・
教 

室

健 

康・
福 

祉

子
育
て

生 

活・
環 

境

相
　
談

お
知
ら
せ

催
　
し

募
　
集

講 

座・
教 

室

健 

康・
福 

祉

子
育
て

生 

活・
環 

境

相
　
談

お
知
ら
せ

製
品
の
安
全
点
検
を
受
け

ま
し
ょ
う

   長
期
間
の
使
用
に
よ
る
劣
化
で
、
製

品
事
故
を
起
こ
す
恐
れ
が
あ
る
ガ
ス
・

石
油
・
電
気
を
使
う
設
置
式
の
製
品
に

つ
い
て
、
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
 

「
長
期
使
用
製
品
安
全
点
検
制
度
」
が

あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
。
 

こ
れ
は
4
月
か
ら
始
ま
っ
た
制
度
 

で
、
メ
ー
カ
ー
な
ど
に
登
録
さ
れ
た
対

象
製
品
の
持
ち
主
に
点
検
時
期
を
お
知

ら
せ
し
て
、
点
検
を
呼
び
か
け
る
こ
と

で
事
故
を
防
止
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。
 

長
く
安
全
に
製
品
を
使
う
た
め
、
点

検
時
期
が
来
た
ら
点
検
を
受
け
ま
し
ょ
 

う
。
 

■
対
象
製
品（
特
定
保
守
製
品
）

平
成
21
年
4
月
1
日
以
降
に
製
造
、

輸
入
さ
れ
た
製
品
 

○
屋
内
式
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
 

○
屋
内
式
ガ
ス
ふ
ろ
が
ま
 

○
石
油
給
湯
機
 

○
石
油
ふ
ろ
が
ま
 

○
Ｆ
Ｆ
式
石
油
温
風
暖
房
機
 

○
ビ
ル
ト
イ
ン
式（
作
り
付
け
）電
気
食

器
洗
機
 

○
浴
室
用
電
気
乾
燥
機
 

※
現
在
使
っ
て
い
る
製
品（
平
成
21
年

4
月
1
日
よ
り
も
前
に
製
造
・
輸
入

さ
れ
た
特
定
保
守
製
品
）も
点
検
が

可
能
で
す
。
 

詳
細
は
メ
ー
カ
ー
な
ど
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

 
〜
特
定
保
守
製
品
を
買
っ
た
時
は
〜

①
販
売
者（
工
務
店
、
不
動
産
販
売
業

者
な
ど
の
場
合
も
あ
り
）か
ら
、
点

検
制
度
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
す
。
 

②
所
有
者
票
を
返
送
し
、
所
有
者
登
録

を
行
い
ま
す
。
 

③
点
検
時
期
が
来
た
ら
、
メ
ー
カ
ー
な

ど
か
ら
通
知
が
届
き
ま
す
。
 

④
点
検
を
メ
ー
カ
ー
な
ど
に
依
頼
し
ま

す（
有
料
）。
 

⑤
点
検
を
受
け
ま
す
。
　
 

 ※
賃
貸
住
宅
・
ア
パ
ー
ト
な
ど
で
製
品

を
家
主
が
設
置
・
所
有
し
て
い
る
場

合
は
、
家
主
が
所
有
者
登
録
し
て
く

だ
さ
い
。
 

※
点
検
業
者
を
か
た
る
悪
質
商
法
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
 

 
■
問
合
せ
先

経
済
産
業
省
　
商
務
流
通
グ
ル
ー
プ
 

製
品
安
全
課
 

☎
0
3（
3
5
0
1
）4
7
0
7
 

 

市
で
は
、
平
成
22
年
度（
中
間
年
）に

市
が
発
注
す
る
競
争
入
札
に
参
加
を
希

望
す
る
方
の
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

を
受
け
付
け
ま
す
。
 

な
お
、
個
人
事
業
者
・
法
人
事
業
者

な
ど
の
別
は
問
い
ま
せ
ん
。
 

「
有
資
格
者
名
簿
」
に
登
載
さ
れ
て

い
る
と
、
市
と
の
随
意
契
約
を
行
う
場

合
で
も
、
業
種
に
よ
っ
て
は
指
名
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

 
※
原
則
と
し
て
、
市
内
の
支
店
・
支
社

の
営
業
所
な
ど
に
、
市
と
の
入
札
・

契
約
に
つ
い
て
の
権
限
を
委
任
す
る

場
合
に
は
、
そ
の
支
店
・
支
社
の
営

業
所
な
ど
の
商
業
登
記
が
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。
 

　
 

■
登
録
申
請
区
分

①
建
設
工
事
 

②
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
 

③
物
品
・
役
務
 

 
※
複
数
申
請
区
分
で
の
登
録
を
希
望
す

る
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
分
で
の
申

請
が
必
要
で
す
。
 

 
 

■
申
請
の
基
準
日

平
成
22
年
1
月
1
日（
金
）
 

　
別
に
記
載
の
あ
る
場
合
を
除
き
、

申
請
に
あ
た
っ
て
は
基
準
日
の
状
況

を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 
■
登
録
の
有
効
期
間

平
成
22
年
4
月
1
日（
木
）〜
平
成
23

年
3
月
31
日（
木
）
 

 
■
受
付
期
間

平
成
22
年
1
月
6
日
（
水
）
〜
15
日
 

（
金
） 

 
■
受
付
場
所

管
財
課
　
契
約
担
当
 

 
　
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

　
ま
た
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

 
■
問
合
せ
先

総
務
部
　
管
財
課
　
契
約
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1
 

 
 
 
 
 
 
 

 

平
成
２２
年
度
（
中
間
年
）
の
競
争
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
受
付

お
詫
び
と
訂
正

11
月
号
29
ペ
ー
ジ
掲
載
「
市
の
部

で
総
合
準
優
勝
」
の
大
会
結
果
に
記

載
漏
れ
が
あ
り
ま
し
た
。
 

優
　
勝
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
女
子
 

第
3
位
　
ス
キ
ー
女
子
 

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
 

件　　　　名

災害用・消防用無線機購入 

消火器詰め替え 

笛吹市下水道管渠耐震診断調査業務委託（詳細診断） 

クリーンセンタ－前処理設備更新工事 

緊急舗装修繕業務委託の３ 

緊急舗装修繕業務委託の４ 

市道御坂3号線側溝改修工事 

国府水路改修工事 

市道境川432号線側溝改修工事 

下水道管渠布設工事第5工区（一宮） 

市道春日居134号線道路改良工事 

緊急維持修繕業務委託の５ 

緊急維持修繕業務委託の６ 

緊急維持修繕業務委託の７ 

緊急維持修繕業務委託の８ 

下水道管渠布設工事第９工区（八代） 

下水道管渠布設工事第4工区（一宮) 

林道鶯宿中芦川線開設工事（鶯宿工区） 

笛吹市防災行政無線デジタル統合工事 

国道１４０号線北バイパス配水管布設替工事 

林道鶯宿中芦川線開設工事（中芦川入沢工区） 

下水道管渠布設工事第6工区（一宮） 

市道石和17号線道路改良工事 

市営住宅火災警報器設置工事 

市営住宅境川大坪団地2号棟屋根防水及び塗装改修工事 

マンホールポンプ設置工事第１工区（一宮） 

下水道管渠布設工事第８工区（春日居） 

狐新居水路改修工事 

下野原水路改修工事（３工区） 

西田川改修工事（２工区） 

舗装本復旧工事第2工区（一宮） 

舗装本復旧工事第３工区（一宮） 

市道御坂954号線側溝整備工事 

市道八代2号線側溝改修工事 

大野寺地内配水管布設工事 

下水道関連配水管布設替工事第１工区（一宮） 

下水道関連配水管布設替工事（御坂３工区） 

下水道管渠布設工事第11工区（八代） 

藤垈後町他１件水路改修測量設計業務委託 

竹居地内他１件水路改修測量設計業務委託 

春日居福祉会館浴室等改修工事 

下水道管渠布設工事第12工区（一宮） 

一宮町内市道横断側溝改修工事 

若宮農道改良工事 

農業用施設緊急補修業務委託（５工区） 

農業用施設緊急補修業務委託（６工区） 

下水道管渠布設工事第１８工区（御坂） 

市道石和100号線改良工事（4工区） 

市道八代3号線改良工事 

場　　所

笛吹市役所 

笛吹市役所本庁・各支所 

市内 

笛吹市クリーンセンター 

石和・春日居・一宮　 

御坂・八代・境川・芦川　 

御坂町金川原　 

春日居町国府　 

境川町寺尾　 

一宮町金田　 

 春日居町国府  

 石和町  

 春日居町・一宮町  

 八代町・境川町  

 御坂町・芦川町  

 八代町竹居  

 一宮町東原  

 芦川町中芦川  

市内 

石和町松本地先 

市芦川町中芦川　 

一宮町塩田 

石和町川中島・八田 

八代町米倉ほか 

境川町大坪 

一宮町末木　 

春日居町鎮目　 

一宮町狐新居　 

御坂町下野原　 

一宮町下矢作・金田 

一宮町北都塚　 

一宮町田中　 

御坂町成田　 

八代町岡　 

御坂町大野寺 

一宮町東原 

御坂町蕎麦塚 

八代町竹居 

境川町藤垈ほか 

八代町竹居ほか 

春日居福祉会館 

一宮町東原　 

一宮町新巻、小城、北野呂　 

御坂町若宮　 

石和町・御坂町　 

八代町・境川町・芦川町　 

御坂町蕎麦塚　 

石和町川中島　 

八代町北　 

予定価格（円）

1,250,000  

1,700,000  

9,500,000  

23,000,000  

9,300,000  

9,300,000  

2,200,000  

2,500,000  

3,100,000  

5,500,000  

5,600,000  

9,300,000  

9,300,000  

9,300,000  

9,300,000  

10,700,000  

16,000,000  

23,500,000  

775,000,000  

16,000,000  

40,000,000  

41,000,000  

46,000,000  

3,100,000  

4,100,000  

9,500,000  

3,000,000  

7,450,000  

9,800,000  

75,000,000  

4,450,000  

7,800,000  

4,200,000  

4,600,000  

7,000,000  

7,500,000  

21,000,000  

24,000,000  

5,400,000  

5,900,000  

5,200,000  

2,100,000  

3,150,000  

3,800,000  

7,700,000  

7,800,000  

8,800,000  

11,000,000  

16,500,000 

決定額（円）

1,039,100  

0  

4,500,000  

18,800,000  

9,020,000  

9,000,000  

2,110,000  

2,380,000  

3,000,000  

5,280,000  

5,400,000  

8,950,000  

9,020,000  

8,980,000  

9,000,000  

10,430,000  

15,600,000  

22,320,000  

604,000,000  

14,580,000  

38,400,000  

37,800,000  

44,700,000  

3,000,000  

3,485,000  

7,200,000  

2,900,000  

7,220,000  

9,500,000  

64,800,000  

4,300,000  

7,550,000  

4,070,000  

4,410,000  

6,540,000  

6,930,000  

19,300,000  

22,800,000  

3,680,000  

3,980,000  

3,850,000  

2,000,000  

3,050,000  

3,600,000  

7,500,000  

7,400,000  

8,360,000  

10,500,000  

15,850,000 

決　定　業　者

東八防災（株） 

不調 

日本水工設計（株）山梨事務所 

協栄工業（株） 

（株）日昇建設 

（株）ＮＩＰＰＯ山梨統括事務所 

（株）古屋工業 

（有）雨宮組 

（有）笛南興業 

（有）桃李 

（有）末木建設 

（株）筒井建設 

（株）佐野緑化土木 

（株）上組 

（株）上野建工 

望月建設工業（株） 

武藤工業（株） 

（株）芦沢組土木 

日本電気（株）　甲府支店 

古屋設備 

（株）飯塚工業 

（株）中村工務店 

（株）栗田工業 

（株）有電 

山本塗装（株） 

荏原実業（株）山梨営業所 

（株）古屋工業 

（有）天野組 

（株）日工建設 

（株）中村工務店 

（株）日昇建設 

中央舗道建設（有） 

（有）五大工業笛吹支店 

（有）雨宮組 

（株）佐野緑化土木 

（有）桃李 

（有）浅川住宅設備 

矢崎興業（株） 

（株）サンウッド 

（株）サンウッド 

（有）三枝工務店 

（有）桃李 

（株）アセラグリーン笛吹営業所 

（有）天野組 

矢崎興業（株） 

（株）中村工務店 

（株）古屋工業 

（有）末木建設 

望月建設工業（株） 

入　札　日

平成21年8月27日 

　　　〃 

　　　〃 

　　　〃 

　　　〃 

　　　〃 

　　　〃 

　　　〃 

　　　〃 

　　　〃 

　　　〃 

　　　〃 

　　　〃 

　　　〃 

　　　〃 

　　　〃 

　　　〃 

　　　〃 

平成21年8月27日※ 

　　　〃 

　　　〃 

　　　〃 

　　　〃 

平成21年9月3日 

　　　〃 

　　　〃 

　　　〃 

　　　〃 

　　　〃 

平成21年9月3日※ 

平成21年9月10日 

　　　〃 

　　　〃 

　　　〃 

平成21年9月10日※ 

　　　〃 

　　　〃 

　　　〃 

平成21年9月17日 

　　　〃 

　　　〃 

　　　〃 

　　　〃 

　　　〃 

　　　〃 

　　　〃 

　　　〃 

　　　〃 

　　　〃 

入札結果のお知らせ （金額は税抜き価格です） 

※総合評価落札方式 



　ペットを飼い続ける
には、かわいがるだけ
でなく、忍耐力・経済
力・家族の協力が必要
です。 
　衝動買いせず、飼う
前にもう一度よく考え
てください。我慢する
ことも動物愛護の一つ
になります。 

～県峡東保健所・峡東地

区動物愛護推進員～ 

年末年始の可燃ごみの特別収集日

御 坂 町  
一 宮 町  
八 代 町  
境 川 町  
春日居町 
芦 川 町  

石 和 町  

12月29日（火） 12月30日（水）～1月3日（日）

収集はありません 

収集はありません 全地区収集します 
収集はありません 
収集はありません 
収集はありません 
収集はありません 
収集はありません 

窪中島・県職員住宅・四日市場・ 
広瀬・唐柏・東高橋・今井・河内・ 
小石和・砂原・井戸・東油川・恵比寿 

地域 
日程 

年末年始（12月29日（火）～1月3日（日））の可燃ごみの収集日は、下記
の通りです。期間中の収集は可燃ごみのみです。なお、通常収集は1月
4日（月）からです。 

家電リサイクル法対象品目の特別収集を行います。ただし、業務用の家電は収集しません。 

■日時・場所 
○12月19日（土）午前8時～11時　市役所本庁舎前駐車場 
○12月20日（日）午前8時～11時　御坂支所南側駐車場 
 
※朝の早い時間帯は混雑が予想され、受付・受領に時
　間がかかる場合がありますのでご承知おきください。 

■料金問合せ先 
　（財）家電製品協会家電リサイクル券センター 
　☎0120（319）640 
　ホームページhttp://www.rkc.aeha.or.jp/　 

（笛吹市は平成18年度から5年間で ごみの減量53％をめざしています） 

分ければ資源 混ぜればごみ
ごみの分別に迷ったときは資料「笛吹市ごみの分け方」を参照してください。 
市ホームページで市の環境施設･ごみ処理状況を確認できます。 

D・A・T・A

■問合せ先
市民環境部　ごみ減量課 
055（261）2044 

または各支所 地域課 
（芦川支所は地域住民課） 

特別収集対象家電4品目

①エアコン　　　　 
②テレビ（ブラウン管式、液晶・プラズマ） 
③冷蔵庫・冷凍庫 
④洗濯機・衣類乾燥機 
 

■リサイクル料金

　収集にはリサイクル料金がかかります。品目とメーカーによって料金が異なりますので、
ご注意ください。 

リサイクル料金（例）
エアコン………………………………3,150円 
テレビ…………………………………2,835円 
冷蔵庫・冷凍庫………………………5,869円 
洗濯機・衣類乾燥機…………………3,444円 
 
 

  
　
こ
は
く
を
使
っ
て
ま
が
玉
つ
く

り
を
し
ま
せ
ん
か
。
キ
ラ
リ
と
光

る
手
作
り
ア
ク
セ
サ
リ
ー
は
、
自

分
だ
け
の
宝
物
で
す
。
 

■
日
時

12
月
6
日（
日
） 

①
午
前
10
時
か
ら
 

②
午
後
1
時
か
ら
 

■
定
員
　
各
回
30
人
 

■
材
料
費
　
8
0
0
円
 

    市
内
小
学
生
に
配
布
し
た
「
釈

迦
堂
遺
跡
博
物
館
利
用
券
（
キ
ッ

ズ
・
パ
ス
ポ
ー
ト
）
」
を
提
示
す

る
と
、
本
人
と
同
伴
の
家
族
が
入

館
無
料
に
な
り
ま
す
。
利
用
券
の

ス
タ
ン
プ
が
た
ま
る
と
オ
リ
ジ
ナ

ル
グ
ッ
ズ
を
贈
呈
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
 

   釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
を
楽
し
く

ご
利
用
い
た
だ
き
な
が
ら
応
援
し

て
く
だ
さ
る
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

■
会
員
特
典

一
年
度
内
は
入
館
無
料
（
何
度

で
も
入
館
可
能
）
、
四
季
折
々

の
魅
力
・
展
示
・
イ
ベ
ン
ト
情

報
送
付
、
コ
ン
サ
ー
ト
・
講
座

な
ど
イ
ベ
ン
ト
先
行
予
約
 

■
会
員
期
限
　
 

1
年（
入
会
し
た
年
度
末（
3
月
 

末
）ま
で
） 

■
年
会
費
　
1
0
0
0
円
 

■
入
会
方
法
　
 

申
込
用
紙
に
住
所
・
氏
名
・

年
齢
な
ど
を
記
入
し
、
会
費
を

添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

    
12
月
は
26
日（
土
）ま
で
開
館
し

ま
す
。
ま
た
、新
年
1
月
2
日（
土
）・

3
日（
日
）は
特
別
開
館
し
ま
す
。
 

※
年
末
年
始
休
館
日
 

・
平
成
21
年
12
月
27
日（
日
）〜
平

成
22
年
1
月
1
日（
金
） 

・
平
成
22
年
1
月
4
日（
月
）〜
7

日（
木
） 

    

こ
は
く
で
ま
が
玉
作
り

「
釈
迦
堂
ふ
ぁ
ん
」
会
員
募
集

キ
ッ
ズ
・
パ
ス
ポ
ー
ト
を
ご
利

用
く
だ
さ
い

縄
文
パ
ワ
ー
で
年
忘
れ

―
年
末
年
始
開
館
の
お
知
ら
せ
―

D
・
A
・
T
・
A

■
開
館
時
間 

　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
 

 （
入
館
は
午
後
4
時
３０
分
ま
で
） 

○
通
常
の
休
館
日 

　
火
曜
日
・
祝
日
の
翌
日
 

 （
土
・
日
除
く
）
 

■
入
館
料 

　
一
般
・
大
学
生
 
2
0
0
円
 

小
中
高
生
　
 
 
1
0
0
円
 

　（
笛
吹
市
・
甲
州
市
の
小
学
生
は
、
 

　
利
用
券
を
お
持
ち
頂
く
と
同
伴
 

　
者
も
入
場
無
料
で
す
）
 

■
申
込
・
問
合
せ
先 

　
☎
0
5
5
3（
4
7
）3
3
3
3

10月17・18日、市内の小学４年生から中学２年生を対象に、
中富の自然豊かな環境の中で集団生活を過ごし、社会性・
主体性を育み交流を深める「秋の自然体験教室」を実施し
ました。 
周囲が紅葉しはじめた中、小・中学生47人が参加し、「な

かとみ青少年自然の里」の職員やジュニアリーダース（地域
の子ども活動のリーダーとなる子どもたち）の指導の下、充
実した体験ができました。 
１日目の体験教室では、「和紙づくり」と「草木染め」にチャ

レンジし、それぞれ思い出に残る作品が仕上がり、全員大
満足の様子でした。夜は、コーディネーターから宇宙につ
いての話を聞き、子どもたちの夢は大きく広がったようです。 
２日目は、会場周辺の絵図ハイキングに挑戦しました。子どもたちは、山奥に住む人たちの生活の
様子を見学したり、途中に用意されたクイズに答えたりしながら、山あり谷ありの約７ｋｍのコース
を歩き、２時間30分かけて全員がゴールしました。 
体験教室を終えて、子どもたちからは、「体験は面白かった」、「次回も参加したい」と感想が寄せら

れました。 
今後も体験教室を実施し、より一層青少年の健やかな成長を支援していきたいと思います。 
 
■問合せ先　教育委員会　生涯学習課　青少年育成コーディネーター　☎055（261）3339



Kokuho Fuefuki

優勝・準優勝を飾った笛吹市A・Bチーム 

10
月
10
日
、
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
 

で
、「
現
場
か
ら
の
教
育
改
革
リ
レ
ー

フ
ォ
ー
ラ
ム
i
n
笛
吹
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
全
国
各
地
に

お
い
て
リ
レ
ー
方
式
で
開
催
さ
れ
て

い
る
、
教
育
の
あ
り
方
を
考
え
る
た

め
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
す
。
 

会
場
に
集
ま
っ
た
4
0
0
人
を
超

え
る
参
加
者
は
、
前
川
文
部
科
学
省

大
臣
官
房
審
議
官
に
よ
る
講
演
や
、

教
育
の
課
題
を
話
し
合
う
分
科
会
な

ど
に
参
加
し
、
教
育
に
つ
い
て
考
え

ま
し
た
。
 

10
月
27
日
、
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
 

で
、笛
吹
市
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
は
、
市
と
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
甲
府
が
主
催
し
、
来
春
新

規
学
卒
予
定
者
や
未
就
職
者
・
再
就

職
者
を
対
象
に
開
い
た
も
の
で
す
。
 

会
場
で
は
、
求
職
者
と
求
人
企
業

と
の
説
明
会
や
面
接
会
・
適
職
無
料

相
談
会
な
ど
が
開
催
さ
れ
、
1
6
0

人
を
超
え
る
多
く
の
来
場
者
が
、
仕

事
を
求
め
、
各
ブ
ー
ス
で
面
接
を
受

け
た
り
相
談
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま

し
た
。
 

 

10
月
3
日
・
10
日
・
17
日
、
甲
府

市
の
緑
が
丘
ス
ポ
ー
ツ
公
園
球
技
場

な
ど
を
会
場
に
、「
第
32
回
山
梨
県

市
町
村
対
抗
壮
年
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

本
市
か
ら
は
笛
吹
市
Ａ
・
Ｂ
の
２

チ
ー
ム
が
出
場
。
決
勝
戦
は
大
会
史

上
初
の
同
市
対
決
と
な
り
、
笛
吹
市

A
が
4
対
2
で
笛
吹
市
B
を
破
り
、

初
優
勝
し
ま
し
た
。
 

 

10
月
21
日
、
市
役
所
で
ホ
ー
ス
の

寄
贈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
地
域
の
消
防
に
役
立
て

て
ほ
し
い
と
、
Ｊ
Ｒ
Ａ
ウ
イ
ン
ズ
石

和
の
加
藤
所
長
ほ
か
代
表
者
が
市
役

所
を
訪
れ
、
市
消
防
団
に
ホ
ー
ス
を

寄
贈
し
た
も
の
で
す
。
 

贈
ら
れ
た
ホ
ー
ス
は
、
今
後
の
消

防
活
動
の
中
で
活
用
さ
れ
ま
す
。
 

 

前川氏の講演を聞く参加者 

多くの求職者が詰めかけた会場 

荻野市長に目録を手渡す加藤所長 

横断歩道の渡り方を確認する参加者 

カーブミラーを丁寧に磨く笛吹交通安全協会石和支部員 

９
月
24
日
、
笛
吹
交
通
安
全
協
会

石
和
支
部
で
は
、
山
梨
園
芸
高
校
の

農
耕
作
業
車
練
習
場
に
お
い
て
、
高

齢
者
を
対
象
に
参
加
実
践
型
の
交
通

安
全
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。 

同
教
室
に
は
市
内
の
老
人
ク
ラ
ブ

メ
ン
バ
ー
約
40
人
が
参
加
し
、
横
断

歩
道
の
渡
り
方
、
自
転
車
・
車
の
運

転
時
の
注
意
点
な
ど
を
確
か
め
た 

り
、
車
の
速
度
を
体
感
で
き
る
「
歩

行
者
横
断
ト
レ
ー
ナ
ー
」
を
体
験
し

た
り
し
ま
し
た
。
　 

９
月
17
日
に
も
、
同
境
川
支
部
が

同
様
に
参
加
実
践
型
の
交
通
安
全
教

室
を
開
催
し
、
参
加
者
は
電
動
カ
ー

ト
を
使
っ
て
交
通
安
全
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。 

ま
た
、
10
月
18
日
に
は
、
同
石
和

支
部
が
事
業
の
一
環
と
し
て
、
石
和

町
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
カ
ー
ブ
ミ 

ラ
ー
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。 

こ
の
取
り
組
み
は
、
交
通
の
安
全

を
確
保
す
る
上
で
大
切
な
カ
ー
ブ
ミ 

ラ
ー
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
で
、
交

通
安
全
を
推
進
し
よ
う
と
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。 

活
動
に
参
加
し
た
関
係
者
は
、
道

路
を
利
用
す
る
人
た
ち
の
交
通
安
全

を
祈
り
な
が
ら
、
心
地
良
い
汗
を
流

し
て
い
ま
し
た
。 

準優勝を飾った御坂分団の皆さん 

笛吹市女性消防隊の皆さん 

【ポンプ車操法の部】 
優　勝　南アルプス市 
　　　　消防団 
準優勝　笛吹市消防団 
　〃　　都留市消防団 
 
【小型ポンプ操法の部】 
優　勝　甲州市消防団 
準優勝　甲府市消防団 
　〃　　丹波山村消防団 

【主な大会結果】 優　勝　笛吹市A 
準優勝　笛吹市B 
第３位　韮崎市・南アルプス市B

10
月
22
日
、
神
奈
川
県
横
浜
市
の

日
本
消
防
協
会
中
央
消
防
訓
練
所 

で
、「
第
19
回
全
国
女
性
消
防
操
法

大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

同
大
会
は
2
年
に
1
度
開
催
さ
れ
、

全
国
47
都
道
府
県
の
代
表
チ 

ー
ム
が
消
防
操
法
技
術
を
競

い
ま
す
。  

県
代
表
と
し
て
、
境
川
保

育
所
の
女
性
職
員
で
構
成
さ

れ
た
「
笛
吹
市
女
性
消
防
隊
」

が
出
場
し
ま
し
た
。
7
月
か

ら
練
習
を
積
み
重
ね
て
き
た

同
チ
ー
ム
は
、
そ
の
成
果
を

発
揮
し
、堂
々
と
し
た
操
法

を
披
露
し
ま
し
た
。 

9
月
6
日
、
中
央
市
の
消
防
学
校

で
「
第
45
回
山
梨
県
消
防
団
員
操
法

大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

同
大
会
は
、「
消
防
団
員
の
技
術

の
向
上
と
士
気
の
高
揚
を
図
り
、
消

防
活
動
の
充
実
に
寄

与
す
る
」
こ
と
を
目

的
に
毎
年
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。 

同
大
会
に
出
場
し

た
御
坂
分
団
が
ポ
ン

プ
車
操
法
の
部
で
準

優
勝
、
一
宮
分
団
が

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の

部
で
5
位
と
健
闘
し

ま
し
た
。 

主
な
大
会
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
。 



●
お
は
な
し
会
タ
ン
タ
ン
 

12
月
10
日（
木
）・
24
日（
木
） 
 

午
前
11
時
か
ら
　
 

●
家
族
で
始
め
よ
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
 

12
月
3
日（
木
）・
17
日（
木
） 

午
前
10
時
30
分
か
ら
 

（
子
育
て
ア
ド
バ
イ
ス
・
絵
本
指
 

導
） 

●
耳
を
す
ま
せ
ば
え
ほ
ん
隊
 

12
月
5
日（
土
）・
12
日（
土
）・
19

日（
土
）・
26
日（
土
） 

午
前
の
部
　
11
時
〜
11
時
30
分
 

午
後
の
部
　
2
時
〜
2
時
30
分
 

●
星
空
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ（
大
人
対
象
）
 

12
月
8
日（
火
） 

午
後
7
時
〜
8
時
30
分
 

（
要
申
込
） 

●
お
は
な
し
会
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
 

12
月
8
日（
火
）・
22
日（
火
） 

午
前
11
時
〜
11
時
30
分
 

（
こ
の
日
以
外
に
も
要
望
が
あ
れ

ば
本
の
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
）
 

●
ロ
ー
ズ
タ
イ
ム（
大
人
の
た
め
の

い
や
し
の
時
間
）
 

12
月
18
日（
金
） 

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分
 

●
お
は
な
し
の
ゆ
り
か
ご
 

12
月
2
日（
水
） 

【
あ
ん
よ
】
午
前
10
時
30
分
か
ら
 

【
だ
っ
こ
】
午
前
11
時
か
ら
　
 

●
ベ
ビ
ー
ブ
ッ
ク
・
サ
ロ
ン
 

12
月
16
日（
水
）午
前
11
時
か
ら
 

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
 

12
月
26
日（
土
）午
後
２
時
か
ら
 

●
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル
 

〜
お
は
な
し
会
〜
 

12
月
6
日
（
日
）
・
13
日
（
日
）
・

20
日（
日
）・
27
日（
日
） 

午
後
2
時
か
ら
 

●
プ
レ
マ
マ
 

〜
マ
タ
ニ
テ
ィ
支
援
〜
 

12
月
11
日（
金
）・
18
日（
金
） 

午
前
10
時
30
分
か
ら
 

平
　
　
　
日
…
午
前
10
時
〜
午
後
９
時 

土
・
日
・
祝
日
…
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

 

石
和
図
書
館

　
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９ 

月
・
火
・
木
・
金
…
午
前
10
時
〜
午
後
６
時 

土
・
日
・
祝
日
…
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

御
坂
図
書
館

　
０
５
５（
２
６
３
）０
３
６
３ 

平
日（
火
・
木
）…
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時 

平
日（
水･

金
）･

土･

日
…
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

一
宮
図
書
館

　
０
５
５
３（
４
７
）５
２
２
０ 

平
日
・
土
・
日
…
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時 

 

八
代
図
書
館

　
０
５
５（
２
６
５
）２
１
１
３ 

●
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会
 

12
月
5
日（
土
）午
後
2
時
か
ら
 

（
毎
週
土
曜
日
、
随
時
お
は
な
し

会
を
予
定
し
て
い
ま
す
）
 

平
日
・
土
…
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

 

境
川
図
書
室

　
０
５
５（
２
６
６
）２
０
１
４ 

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
も
も（
乳
幼

児
向
け
）
 

12
月
8
日（
火
）・
22
日（
火
） 

午
前
10
時
30
分
か
ら
 

●
お
り
が
み
を
た
の
し
も
う（
小
学

生
向
け
）
 
 

12
月
12
日（
土
） 

午
前
10
時
30
分
か
ら
 

●
お
は
な
し
の
へ
や
 
さ
く
ら
ん
ぼ
 
 

12
月
26
日（
土
） 

午
前
10
時
30
分
か
ら
 

平
日
…
午
前
10
時
〜
午
後
７
時 

土
・
日
・
祝
日
…
午
前
10
時
〜
午
後
５
時 

 

春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

　
０
５
５
３（
２
６
）２
２
８
３ 

■
問
合
せ
先 

　
石
和
図
書
館（
担
当 

雨
宮
） 

　
　
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９ 

●
石
和
図
書
館
 

7
日（
月
）・
14
日（
月
）・
21
日（
月
）・

28
日（
月
）〜
31
日（
木
） 

●
御
坂
図
書
館
 

2
日（
水
）・
9
日（
水
）・
16
日（
水
）・

21
日（
月
）【
シ
ス
テ
ム
点
検
】・
24

日（
木
）・
28
日（
月
）〜
31
日（
木
） 

●
一
宮
図
書
館
 

7
日（
月
）・
14
日（
月
）・
21
日（
月
）・

23
日（
水
）・
28
日（
月
）〜
31
日（
木
） 

●
八
代
図
書
館
 

7
日（
月
）・
14
日（
月
）・
21
日（
月
）・

23
日（
水
）・
28
日（
月
）〜
31
日（
木
） 

●
境
川
図
書
室
 

6
日（
日
）・
13
日（
日
）・
20
日（
日
）・

21
日（
月
）・
23
日（
水
）・
27
日（
日
）

〜
31
日（
木
） 

●
春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館
 

7
日（
月
）・
14
日（
月
）・
21
日（
月
）・

24
日（
木
）・
27
日（
日
）〜
31
日（
木
） 

※
年
末
は
休
館
日
が
多
く
な
り
ま
す

の
で
、
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
 

  石
和
・
御
坂
・
一
宮
は
1
月
5
日
 

（
火
）か
ら
、
八
代
・
境
川
・
春
日
居

は
6
日（
水
）か
ら
開
館
し
ま
す
。
 

図
書
館
休
館
日

12月

＊
図
書
館
の
お
は
な
し
会
は
、
子
ど

も
た
ち
だ
け
で
な
く
、
敬
老
会
・

公
民
館
ま
つ
り
・
老
人
ホ
ー
ム
・

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
・
病
院
な
ど

に
出
向
き
、
年
配
の
方
々
に
も
サ

ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
要

望
が
あ
れ
ば
随
時
出
前
お
は
な
し

会
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

　
 

＊
個
人
的
に
朗
読
サ
ー
ビ
ス
を
お
受

け
に
な
り
た
い
方
は
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
 

●
バ
ム
ケ
ロ
お
は
な
し
会
 

12
月
12
日（
土
） 

午
後
１
時
30
分
か
ら
 

●
あ
か
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
お
は
な
し

会
 

12
月
2
日（
水
）・
9
日（
水
）・
16

日（
水
） 
 

午
前
11
時
か
ら
 

新
年
開
館
日
の
お
知
ら
せ 

各図書館では、趣向をこらした内容で皆さんをお待ちしています。入場無料ですので、大人の方も
ぜひご参加ください。

　　　　　　　  スペシャルクリスマス
　大人から子どもまで楽しめます！！
■日時　12月12日 （土）午後2時から
■場所　いちのみや桃の里ふれあい文化館　ホール
■内容　クリスマスの本の読み聞かせやパネルシア
　　　　ターなど

　　　　　　　  ハッピー・クリスマス
　おじいちゃん、おばあちゃんもご参加ください！
■日時　12月13日 （日）午後1時から
■場所　スコレーセンター集会室
■内容　「ラジカル・ムジーク」によるクリスマス

コンサート
　　　　パネルシアター
　　　　クリスマスアレンジメント作り

一宮図書館

石和図書館

　　　　　　　  赤ちゃんとママのクリスマス
　クリスマスのお話がいっぱいです。
■日時　12月16日 （水）午前11時から
■場所　八代図書館
■内容　クリスマスソングをいっしょに歌おう！
　　　　
　　　　　　　　　　　　  クリスマス・クリスマス
■日時　12月19日 （土）午後2時から
■場所　春日居あぐり情報ステーション　ハイビジョンホール
■内容　クリスマスおはなし会＆なんじゃもんじゃミニコンサート

八代図書館

春日居ふるさと図書館

　　　　　　　  楽蔵クリスマス会
■日時　12月5日 （土）午後2時から
■場所　学びの杜みさか　視聴覚室
■内容　クリスマスシアター
　　　　お楽しみ工作

　　　　　　　  おはなしクリスマス会
■日時　12月12日 （土）午後1時30分から　
■場所　境川図書室
■内容　クリスマスおはなし会
　　　　クリスマスアレンジメント作り

御坂図書館

境川図書室
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H21.11.1現在 （　）は前月比 

人口●72,367人　（  +4） 

男　●35,015人　（  ±0） 

女　●37,352人　（  +4） 

世帯●26,854世帯（+27） 

▼料理コンテストに出品された作品は、ど
れも工夫がこらされおいしそうでした。こ

のような料理が食卓に並べられたら、きっと楽しい食事になり
ますね。コンテストのテーマに、「笛吹市でとれる食材を使っ
た料理」がありましたが、これは地産地消にもつながりそうです。
地産地消は、輸送費用やエネルギーが少なくて済み、地域の
食材や食文化を知ってもらえ、しかも地域経済を活性化させ
ることもできます。私も、少しでも貢献できればと思い、地元の
ものをできるだけ食べるようにしています。何はともあれ地元
産のものはやっぱりおいしいですね！（Ｈ） 

編 集 後 記  

http://www.city.fuefuki.yamanashi.jp

市では、市民が健やかで生きいきと暮らせるまちを目指し、
２つのテーマについて皆さんからレシピを募集しました。 
テーマ①の「家族で食べたい手軽で簡単な朝ごはん」に73
作品、テーマ②の「笛吹市でとれる食材を使った料理」に120
作品の応募がありました。 
普及性、色合い、オリジナル性を基準に厳正な審査を行い、
全応募作品の中から12作品が１次審査を通過しました。10月
25日には、いちのみや桃の里ふれあい文化館で２次審査が行
われ、集まった１次審査通過者がその料理の腕をふるいました。 
その結果、次の作品が優秀賞と審査員特別賞に選ばれました。
表彰式は平成22年１月31日（日）に開催される「食育フォーラム」
の中で行われます。 

　これらの作品はレシピ集を作成し、市で実施する食育事業で活用させて 
いただきます。 

オニオンベーコンブレット・トマトスープ 

家族で食べたい手軽で簡単な朝ごはん 笛吹市でとれる食材を使った料理 

ガレットサンド 

なすのデザート 芦川の黒こんにゃくと笛吹野菜の春巻き 

ナスのピザ風焼き 茄子（なす）とじゃこのサラダ 

E

X
C E L L E N

T

E

X
C E L L E N

T

FUEFUKI

野菜3兄弟 

テーマ● 2

D・A・T・A ・ FUEFUKI

■問合せ先　保健福祉部　健康づくり課　健康企画担当 
　　　　　　☎ 055（261）1901 
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